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一
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
・
ヂ
ィ
ー
ァ
ス
時
代
’

二
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
デ
ー
ロ
時
代
及
び
ピ
ク
ト
リ
ァ
ト
ノ
・
ウ
ェ
ル
タ
時
代

三
ぺ
ヌ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
カ
ル
ラ
ン
サ
時
代
・

四
ア
ル
．
ハ
ロ
・
オ
プ
レ
ゴ
ン
時
代

。

一

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
腫
入
干
渉
に
對
抗
」
て
マ
ク
、
ン
、
く
り
ア
ン
を
願
稜
す
る
こ
と
に
成
功
し
遂
に
よ
く
墨
國
の
共
和
政
治
の
基
礎
を
擁

誰
硴
立
し
た
る
大
統
領
ｚ
ゾ
レ
ス
営
胃
の
徴
は
、
そ
の
任
期
中
一
八
七
二
年
七
月
十
八
日
病
死
し
、
大
群
院
長
レ
ル
ド
旨
昌
ｅ
は
恵
法

撮
の
規
定
に
依
り
臨
時
大
統
弧
に
就
任
し
た
。

ウ

一
八
七
六
年
十
月
廿
六
日
の
大
統
領
避
畢
に
際
し
て
レ
ル
ド
は
デ
ィ
ー
ァ
↓
く
ぎ
熟
目
（
〕
ご
旨
隠
と
中
原
の
鹿
を
争
っ
て
勝
利
を
得
、

●

同
年
十
一
月
十
六
日
議
會
は
彼
の
大
統
領
常
選
を
宣
言
し
た
。
Ｓ
寧
冒
罵
旦
豆
目
、
ｇ
曇
島
旨
①
拭
。
。
》
く
巳
》
昌
雪
層
・
誘
い
篭
宇
博
蔚
罵

］
暑
曹
冨
旨
①
凶
。
鴬
旨
園
騨
昏
）
旨
》
層
．
患
甲
野
ご
然
る
に
彼
の
反
對
者
は
、
彼
の
當
選
を
以
て
詐
欺
職
着
の
手
段
に
依
り
た
る
も
の
と
し

て
其
の
無
効
駐
宣
言
し
、
時
の
大
霧
院
長
イ
グ
レ
シ
ァ
ス
揖
一
⑦
巴
畠
は
十
月
汁
‐
一
日
自
ら
大
統
恢
と
穰
し
て
グ
ワ
ナ
フ
ア
ー
ト
市
に

入
り
、
ま
た
デ
ィ
ー
ア
ス
及
び
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
昌
自
ロ
①
］
車
。
冒
畠
。
固
の
二
將
軍
も
其
の
革
命
運
動
を
綾
け
て
ゐ
た
。
デ
ィ
ー
ァ
ス
將
軍

は
や
コ
ン
サ
レ
ス
將
軍
の
來
援
左
得
て
、
レ
ル
ド
派
の
軍
隊
を
十
一
月
十
六
日
テ
コ
ァ
ッ
ク
に
破
り
、
レ
ル
ド
は
こ
の
一
戦
に
依
っ
て
、
首
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、

1

雌
近
世
の
米
墨
關
係
一
○
四
・

都
メ
キ
、
ン
。
市
よ
り
騏
逢
さ
れ
て
、
米
國
一
重
１
ヨ
ー
ク
に
通
れ
た
。
（
胃
〕
篇
冨
津
己
一
〕
三
》
層
．
穐
中
穐
鈩
弓
昌
①
農
⑦
罰
号
墓
）
亨
・
＠

画
『
函
。
）

か
く
て
イ
グ
レ
、
￥
久
は
そ
の
大
群
院
長
た
る
が
た
め
憲
法
の
規
定
す
る
所
に
依
り
今
や
臨
時
大
統
領
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に

彼
は
そ
の
臨
時
犬
統
領
を
宣
言
す
る
前
に
、
即
ち
十
月
に
は
デ
ィ
ー
ア
ス
と
の
協
定
を
途
げ
ん
と
努
め
つ
上
あ
っ
た
が
未
だ
そ
の
成
ら
ざ

る
に
テ
ィ
ー
ァ
ス
は
首
都
に
入
り
、
イ
グ
レ
、
ン
ア
ス
と
交
渉
の
後
、
一
八
七
六
年
十
一
月
廿
八
日
政
椛
逓
握
り
、
直
ち
に
内
閣
を
組
織
し
Ｑ

た
。
他
方
イ
グ
レ
シ
ァ
ス
自
身
も
な
ぼ
憲
法
上
の
正
常
臨
時
大
統
領
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
ツ
ワ
ナ
フ
ア
ー
ト
に
そ
の
政
府
を
樹
立
し
た
。

鵠
デ
ィ
ー
ア
ス
は
イ
グ
レ
シ
ア
ス
の
臨
時
大
統
領
た
る
こ
と
を
認
め
ず
、
雨
人
の
間
に
武
力
的
對
抗
を
見
る
に
至
っ
た
が
、
イ
グ
レ
シ
ァ
ス

は
こ
れ
に
敵
し
難
く
、
一
八
七
七
年
一
月
十
三
日
マ
ン
サ
ニ
リ
ョ
港
に
到
蒲
、
同
十
七
日
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
上
陸
し
た
。
か
く
て
デ

ィ
ー
ァ
ス
は
一
八
七
七
年
二
月
十
五
日
臨
時
矢
統
領
と
な
っ
た
。
（
曽
旨
胃
島
貫
号
菖
〕
弓
．
お
や
お
ご

デ
ィ
ー
ァ
ス
は
こ
の
年
よ
り
一
九
二
年
に
至
る
間
に
、
一
八
八
○
年
よ
り
同
四
年
ま
で
四
ケ
年
間
、
即
ち
寺
コ
ン
サ
ー
レ
ス
將
軍
の
大
統

髄
任
期
中
を
除
い
て
、
舟
四
ヶ
年
間
堪
國
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ァ
ス
政
府
は
そ
の
外
交
關
係
に
非
常
に
成
功
し
た
。
彼
は
財

政
上
の
儒
用
を
確
立
す
る
た
め
に
は
外
國
資
本
の
必
要
、
殊
に
そ
の
鐵
道
の
敷
設
、
農
耕
地
の
開
拓
、
天
然
資
源
の
開
發
等
の
た
め
に
は

外
國
貿
本
を
メ
キ
シ
コ
に
投
下
せ
し
む
る
必
要
を
感
じ
、
そ
れ
を
奨
勵
す
る
こ
と
に
決
心
し
た
の
で
あ
る
。
ｅ
冒
冒
里
国
、
ざ
尋
鳥

邑
昂
悶
○
門
①
侭
昌
弓
昌
旨
琶
ｅ
閑
堅
る
ご
．
鞍
》
苧
四
つ
？
）

然
し
デ
ィ
ー
ア
ス
政
府
は
外
國
の
承
認
産
得
て
も
、
外
阿
資
本
家
は
メ
キ
シ
コ
の
内
乱
の
危
瞼
を
恐
れ
て
同
國
に
投
姿
す
る
こ
と
を
好

ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
デ
ィ
ー
ァ
ス
政
府
は
外
國
費
本
の
輸
入
逓
個
ら
ん
が
た
沁
拘
非
帝
に
寛
大
な
る
利
椛
そ
の
他
の
資
本
誘
導
に
役

｜
h

１
１
１
ｉ
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
い
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
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■
上

立
つ
べ
き
條
件
矛
埠
隅
し
弁
。
碇
の
み
た
ら
ず
一
テ
ィ
ー
ァ
ヲ
《
澱
府
の
下
に
あ
っ
て
同
鬮
吐
明
か
に
確
固
た
る
李
定
へ
の
道
矛
辿
り
つ
上
あ

り
、
政
府
の
施
政
も
非
常
に
秩
序
立
っ
て
來
て
、
外
國
蚕
本
に
對
す
る
正
常
確
演
な
る
保
護
を
與
へ
得
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
の
で
、

外
閲
賛
本
の
輸
入
も
著
し
く
増
加
し
て
産
業
は
勃
興
し
、
そ
の
天
然
誉
源
は
開
發
さ
れ
、
そ
の
國
民
は
職
を
得
、
何
百
万
と
い
ふ
富
が
生

じ
て
こ
の
中
の
一
部
は
租
税
と
し
て
政
府
に
行
き
、
或
は
猿
銀
と
し
て
メ
キ
シ
コ
人
の
懐
に
入
っ
た
。
同
時
に
こ
の
産
業
の
利
潤
の
た
め

に
外
國
の
賛
本
貸
附
は
一
屑
増
加
し
た
。

然
る
に
デ
ィ
ー
ァ
ス
が
採
っ
た
方
法
は
、
後
日
・
の
紛
糾
の
原
因
と
な
っ
た
・
デ
ィ
ー
ア
ス
は
メ
キ
シ
コ
に
投
下
さ
る
・
へ
き
外
國
賓
本
特
に

米
國
資
本
の
誘
導
に
熱
心
の
あ
ま
り
、
鋳
山
法
及
び
鍍
業
法
を
改
正
し
た
。

旬

抑
菱
、
ス
・
へ
イ
ン
が
津
て
メ
キ
シ
コ
に
採
り
入
れ
た
る
羅
馬
法
の
古
き
規
定
の
下
に
あ
っ
て
は
、
地
表
の
所
有
者
は
必
ず
し
も
、
國
家
に

蹄
属
し
て
居
る
と
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
地
下
の
鑛
物
養
源
を
も
所
有
す
る
と
と
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
械
民
時
代
に
於
け
る
．
へ
ル
ー
、

メ
キ
シ
コ
の
古
き
鑛
山
の
作
業
に
當
つ
て
は
、
征
服
者
達
は
そ
の
謝
蠅
と
し
て
五
分
の
一
の
鍍
山
使
川
税
を
内
藏
寮
に
納
め
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
堰
プ
ィ
ー
ァ
ス
は
メ
キ
シ
コ
に
於
け
る
外
剛
資
本
と
一
肝
安
全
な
ら
し
む
る
た
め
に
．
議
會
を
し
て
法
律
を
改
正

せ
し
め
、
英
閏
の
９
日
旨
５
〕
白
』
鰻
言
、
の
原
則
を
採
用
せ
し
め
て
地
表
の
所
有
者
に
對
し
て
そ
の
地
下
の
採
掘
し
得
べ
き
錨
物
資
源
は
す

べ
て
こ
れ
に
與
へ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
有
利
な
法
律
の
下
に
今
や
数
百
闘
弗
の
証
本
が
米
図
か
ら
流
入
し
て
畿
鬮
の
金
・
銀
。
鉛
．
鋼
等
を

採
掘
す
る
た
い
の
勢
働
・
機
械
、
就
中
そ
の
廠
大
な
る
油
田
の
開
發
の
た
め
に
支
挑
は
れ
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
。
（
隆
旨
冒
留
旨
全
）

ご
亨
曽
？
ｇ
い
騨
旨
胃
黛
伊
曽
旨
隆
昌
曾
一
⑤
湧
冒
昌
昏
⑦
ご
己
冨
全
聾
鼻
⑦
、
．
ご
亨
弓
芋
己
』
・
）

か
く
て
一
九
二
年
に
於
て
メ
キ
シ
。
に
投
下
さ
れ
た
る
焚
木
は
次
の
如
き
數
轆
に
な
っ
て
ゐ
る
。
命
営
⑦
胃
冒
晩
曙
白
厚
①
⑦
目
瞬
貝

最
近
世
の
米
墨
朋
係
．
一
○
五

1

，
１
１
１

｜
洞
ｍ
ｎ
５
Ｇ
‐
Ｆ
ｑ

’
ノ
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１

１

１

－

政

近

世

の

米

墨

闘

係

一

○

六

己
ざ
冒
冒
豊
冒
包
昌
ご
己
胃
）
？
ご
学
）
●
・

英
國
・
…
・
・
…
：
三
億
二
千
百
寓
非
佛
蘭
西
・
…
・
…
・
…
一
億
四
千
三
百
寓
弗

●

米
國
…
．
．
…
…
十
億
五
千
八
百
蕗
弗
墨
國
：
…
…
…
七
億
九
千
三
百
寓
弗

共
他
…
…
…
：
．
一
億
千
九
百
寓
弗

抑
餐
プ
ィ
ー
ア
ス
が
政
椛
を
握
る
に
蕊
つ
た
頃
の
．
メ
キ
シ
コ
は
、
靴
な
る
地
主
で
何
十
寓
或
は
何
百
萬
と
い
ふ
程
の
地
域
を
所
有
し
聯
そ

こ
で
は
胃
冒
胃
（
農
奴
に
類
す
る
如
き
日
曜
勢
側
者
）
等
が
働
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
如
き
一
つ
の
封
建
的
國
家
と
も
い
ふ
ぺ
き
で
あ
っ
た
。

、

然
る
に
鐡
道
．
砿
業
そ
の
他
の
企
業
に
對
し
て
利
樅
を
典
へ
ら
れ
た
る
こ
と
は
、
常
時
段
も
産
業
上
の
發
腱
を
途
げ
つ
山
あ
っ
た
同
國
の

北
部
及
び
東
部
に
於
て
新
に
賓
業
家
階
級
が
勃
興
す
る
こ
と
に
與
っ
て
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
年
の
革
命
の
指
揮
者
た
り
し

マ
ヂ
ー
凹
冑
冒
邑
ｍ
ｅ
・
旨
農
曾
。
は
こ
の
演
業
家
階
級
の
一
員
で
あ
り
、
ま
た
彼
が
革
命
の
初
期
に
常
っ
て
援
助
を
得
た
の
は
矢
張
り

ロ

ま
た
こ
の
査
業
家
階
級
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
新
脚
註
業
家
階
級
と
大
地
主
と
の
破
裂
が
如
何
に
避
け
が
た
き
も
の
な
り
し
に
し
て
も

〆

タ
ン
ピ
ー
コ
及
び
ト
ゥ
ス
・
ハ
ン
附
近
の
メ
キ
シ
コ
瀞
沿
岸
の
石
油
の
發
兄
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
時
は
延
期
さ
れ
た
か
も
測
り

知
れ
ぬ
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
上
記
の
如
き
デ
ィ
ー
ァ
ス
の
平
和
的
な
秩
序
あ
る
統
治
下
に
あ
っ
て
米
國
の
資
本
は
メ
キ
シ
コ
に
流
入
し
て

、

輸
送
路
を
設
け
、
油
田
を
開
發
し
て
投
費
家
を
富
ま
し
た
。
上
記
の
如
く
種
表
の
便
宜
を
政
府
が
與
へ
た
が
た
め
に
、
人
跡
未
踏
の
地
も

米
國
人
の
熟
練
と
精
力
と
に
依
っ
て
通
商
上
の
重
要
地
方
と
な
り
、
石
油
輸
途
管
は
数
白
哩
に
及
び
、
石
油
タ
ン
ク
・
糀
練
所
と
い
ふ
や

う
な
鐡
道
の
終
端
朧
の
設
備
も
設
け
ら
れ
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
に
至
る
間
に
は
、
石
油
輸
送
の
た
め
に
タ
ン
ク
船
の
航
路
も

Ｑ

特
に
開
か
れ
た
。
然
る
に
こ
れ
ら
の
施
設
は
益
食
費
本
を
必
要
と
し
た
が
桶
そ
の
資
本
も
、
石
油
の
需
要
が
益
交
増
加
し
つ
上
あ
り
、
從

| ‘

’

、
ｌ
■
■
■
■
５
０
、
１
ｍ
■
ｌ
肌
ｌ
ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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１
１
１
Ｉ
‐
Ⅲ
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ｈ
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１
１
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仙
刃
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｜
垂－ ℃

ノ』

ｌ

ｉ

０

っ
て
、
ま
た
そ
の
利
潤
も
莫
大
な
り
し
が
た
め
に
、
直
ち
に
手
に
入
れ
ら
れ
た
。
ｅ
（
冒
畠
一
答
冨
》
弓
．
ｇ
や
淫
ら
か
上
る
次
第
で

〆
キ
、
シ
コ
の
石
油
産
額
は
忽
ち
激
蟻
し
、
從
來
石
油
界
に
そ
の
重
要
さ
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
メ
キ
シ
コ
は
、
十
ケ
年
内
に
米
國
に
次
ぐ

石
油
の
最
大
産
出
國
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
故
に
一
九
一
○
年
に
至
っ
て
は
墨
國
の
油
田
は
世
界
に
於
て
最
も
豊
富
な
經
濟
的
競
争

の
目
的
物
の
一
つ
と
な
り
慰
從
っ
て
ま
た
そ
れ
は
外
交
上
に
於
て
重
要
な
る
役
割
を
演
す
る
に
至
っ
た
。
（
胃
胃
冒
脆
冨
胃
⑦
⑦
冒
鰻
目
》
号
昌
》

で
ロ
］
つ
』
。
）

抑
友
米
國
人
国
会
昌
昌
『
』
．
ご
目
。
〕
こ
、
と
彼
が
率
ゆ
る
米
閥
賛
本
家
剛
体
は
、
一
九
○
○
年
メ
キ
シ
コ
の
ト
ゥ
リ
リ
ョ
の
農
場
（
国
勢
‐

・
甘
邑
陰
）
二
十
八
蕗
エ
ー
カ
ー
を
買
收
し
、
そ
の
後
こ
れ
ら
の
人
食
は
其
虚
の
隣
接
地
十
五
萬
エ
ー
力
ｉ
を
雄
得
し
、
翌
一
九
○
一
年
五

月
十
四
日
始
め
て
エ
パ
ー
ノ
か
ら
石
油
が
産
出
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
石
油
業
者
の
大
部
分
は
こ
の
新
油
田
の
可
能
性
に
就
き
疑
を
懐
い

て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
ド
ヘ
ニ
は
確
循
と
堅
忍
と
を
以
て
途
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
○
五
年
か
ら
・
一
九
一
五
年
に
至
る
間
に
於
け

る
内
燃
機
關
の
發
逵
、
船
舶
の
汽
錐
に
燃
料
汕
の
使
用
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
依
り
、
英
国
政
治
家
及
び
そ
の
変
業
家
は
全
世
界
に
亙
っ
て

石
油
埋
澁
地
を
探
求
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
依
っ
て
上
記
の
米
國
人
ド
ヘ
ニ
の
關
係
命
肚
叫
は
忽
ち
有
力
な
競
争
者
を
も
つ
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
ド
ヘ
’
一
は
彼
の
ど
の
亜
大
な
る
魏
争
者
が
彼
と
拮
抗
せ
ん
と
す
る
に
至
っ
た
頃
は
、
既
に
事
狂
上
メ
キ
シ
コ
の
石

油
市
場
筵
支
配
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
（
ｚ
の
胃
冒
晩
琶
博
の
⑦
冒
寧
員
夢
冨
》
層
．
ご
＋
ご
ｇ

英
人
カ
ゥ
ド
レ
ィ
行
一
○
一
畠
局
昌
卿
は
先
に
墨
國
政
府
の
求
め
に
依
り
港
濁
修
築
の
た
め
メ
キ
シ
コ
に
來
て
ゐ
た
が
、
彼
は
こ
の
工
事

の
遂
行
中
に
メ
キ
シ
コ
の
石
油
利
椛
に
對
し
て
興
味
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
蝿
國
大
統
領
一
ブ
ィ
ー
ア
ス
は
豫
て
米
人
投

費
家
の
優
勢
に
對
し
て
鮠
き
駐
も
ち
始
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
彼
は
カ
ウ
ド
レ
イ
と
個
人
的
親
交
あ
り
し
が
た
め
、
彼
は
英
人

最
近
世
の
米
墨
關
係
‐
一
○
七

叩

Ｉ
ｈ
０
Ｉ

‐
ｂ
０
１
吋
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ

〃
軸
到
４
１
１
１
１
ム
マ
Ｊ
１

I

、

四L

、



、

〕

Ｌ
１
，
．
１
１
１
１
１
１
１
１
‐
１
１
１
１
１
１

ｎ
ｍ
』
■
Ｆ
１
■
■
■
■
■
■
■
■
□

、

城
近
枇
の
米
墨
馴
係
一
○
八

カ
ウ
ド
レ
イ
の
勢
力
を
以
て
米
國
安
本
家
の
支
配
的
勢
力
を
抑
へ
る
政
策
を
採
ら
ん
と
し
て
、
カ
ゥ
ド
レ
ィ
に
對
し
て
石
汕
利
椛
を
與
へ

て
英
圃
石
油
業
を
メ
キ
シ
コ
に
招
致
せ
ん
と
努
め
始
め
た
。
而
も
カ
ゥ
ド
レ
イ
は
英
國
海
軍
に
そ
の
石
油
の
供
給
を
契
約
し
て
ゐ
た
の
で
、

メ
キ
シ
コ
に
於
け
る
・
刀
ウ
ド
レ
ィ
の
僻
地
は
忽
ち
瀧
大
と
な
り
、
米
人
石
油
業
者
の
重
大
な
競
争
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
ｚ
ｇ
督
侭

蛋
胃
骨
曽
自
員
号
冨
》
弓
．
」
Ｓ
‐
〕
屋
．
衿
〈
菅
〕
畠
『
弓
冨
》
己
．
ｇ
ご
ざ
プ
ィ
ー
ァ
ス
が
英
人
カ
ウ
ド
レ
イ
に
對
し
て
好
意
を
示
し
た
こ
と
は
、

同
國
に
於
け
る
米
人
石
油
一
十
蓉
靴
封
し
て
不
快
と
不
安
の
念
を
超
さ
し
さ
し
む
る
に
至
っ
た
。
一
九
一
○
年
デ
ィ
ー
ァ
ス
が
第
八
回
目
に

犬
統
価
に
選
ば
れ
る
や
、
最
早
耐
図
に
於
け
る
英
幽
石
油
業
苛
は
そ
の
凡
ゆ
る
競
争
者
に
對
し
て
決
定
的
に
優
越
な
る
地
位
を
得
る
に
至

る
事
は
確
狂
と
な
っ
た
。
さ
て
デ
ィ
ー
ア
ス
は
識
て
メ
キ
シ
コ
の
産
業
發
展
の
た
め
に
勃
興
し
た
る
新
し
き
狂
莱
家
階
級
を
考
慮
に
入
れ

る
こ
と
を
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
変
楽
家
階
級
に
隅
す
る
と
も
見
ら
る
べ
き
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
デ
ー
ロ
は
、
一
九
一
○
年
の

大
統
領
選
畢
に
際
し
て
一
プ
ィ
ー
ァ
ス
と
争
っ
て
筌
し
く
落
選
し
た
の
で
．
彼
は
一
プ
ィ
ー
ァ
ス
の
引
退
と
選
墨
の
公
平
及
び
新
土
地
法
を
要

一
‐

求
し
て
新
に
革
命
に
蒜
手
し
、
間
も
な
く
そ
の
革
命
は
北
メ
キ
シ
三
滞
に
延
び
て
そ
の
勢
力
は
次
第
に
南
方
に
及
び
、
今
や
如
何
な
る

グ

勢
力
と
雌
も
こ
れ
筵
阻
止
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
形
勢
と
な
っ
た
。
こ
の
革
命
の
勃
發
と
共
に
、
メ
キ
シ
コ
に
利
害
關
係
を
有
す
る
列
國
は

何
れ
も
大
い
に
憂
慰
し
、
殊
に
米
国
は
自
国
民
の
生
命
財
産
の
保
謹
の
外
に
尚
、
英
・
佛
。
西
。
猫
等
の
諸
國
と
異
り
て
こ
の
叛
飢
と
、
モ
ン

ロ
ー
主
義
と
の
關
係
及
び
國
境
擾
飢
と
に
就
き
多
大
の
不
安
を
感
ず
る
に
至
っ
た
が
、
特
に
國
境
擾
乱
に
就
て
は
そ
れ
が
遊
し
か
っ
た
。
そ

こ
で
大
統
鋲
タ
フ
ト
弓
皇
齢
は
國
境
上
に
二
萬
の
米
国
軍
隊
の
隅
動
を
命
じ
、
ガ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ウ
ン
皐
昌
息
匝
ｇ
旨
の
も
一
艦
隊
の
配
備
を

爲
し
た
。
譜
時
こ
れ
ら
の
軍
は
灘
〆
キ
シ
コ
に
武
力
干
渉
を
爲
さ
ん
と
す
る
も
の
な
り
と
の
噂
が
立
っ
た
が
聯
國
務
長
官
ノ
ブ
ク
ス
同
旨
Ｏ
脚
“
は

こ
れ
を
否
認
し
た
。
ま
た
氷
車
は
事
資
上
、
中
立
左
守
っ
た
。
然
し
墨
國
大
統
領
デ
ィ
ー
ァ
ス
は
形
勢
の
自
己
に
非
と
な
り
た
る
を
看
取

’
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今
回
の
革
命
が
勃
發
し
て
マ
デ
ー
ロ
が
政
椎
を
雄
得
す
る
に
與
２
」
力
あ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
永
き
デ
ィ
ー
ア
ス
の
政
淌
が
続
き
國

民
が
漸
く
そ
の
施
政
に
倦
怠
を
感
じ
不
滿
を
有
す
る
に
至
っ
た
こ
と
、
新
た
に
勃
興
し
て
而
も
尚
束
縛
を
受
け
て
ゐ
た
蜜
韮
・
家
階
級
が
賢

族
の
手
よ
り
權
刀
を
奪
ふ
ぺ
き
機
會
を
窺
ひ
ゐ
た
る
こ
と
、
英
米
二
国
の
石
油
に
封
す
る
争
覇
戦
等
色
を
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
マ
デ
ー

ロ
の
驚
く
べ
き
金
力
は
壷
た
こ
れ
に
就
い
一
’
一
見
通
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
心
の

マ
烹
１
ロ
が
か
く
の
如
き
富
を
何
所
よ
り
手
に
入
れ
た
か
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
は
從
來
非
常
に
論
議
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
彼
の

家
が
經
濟
上
非
常
に
裕
而
で
あ
っ
た
こ
と
に
就
い
て
は
一
般
の
意
見
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
然
し
《
ゞ
デ
ー
ロ
が
政
桃
を
撮
っ
て

Ｇ

か
ら
マ
デ
ー
ロ
家
か
ら
政
府
へ
提
旧
し
國
庫
か
ら
支
挑
つ
た
勘
定
は
七
十
五
万
バ
メ
キ
シ
己
弗
に
逵
し
た
こ
と
も
事
汪
で
あ
る
。
而
し

て
こ
の
金
額
は
彼
の
革
命
の
愛
用
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
っ
た
マ
デ
ー
魎
派
の
代
表
は
こ
の
額
を
約
六
十
五
万
弗
と

し
て
ゐ
る
ｏ
革
命
常
時
こ
の
金
の
一
部
は
米
人
石
油
業
者
の
手
か
ら
來
た
と
公
言
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
ｏ
而
し
て
こ
の
非
難
は
、
米
國
上
院

の
外
交
委
員
會
に
於
て
も
、
マ
ー
プ
ー
江
に
接
近
し
て
ゐ
た
人
為
に
依
っ
て
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
今
回
の
革
命
期
を
趣
じ
て

．
波
近
世
の
．
永
墨
側
朧
一
○
九

炉
■

し
ゞ
殊
に
米
鬮
の
干
渉
を
稔
れ
て
一
九
二
年
三
月
十
三
日
副
大
統
価
と
共
に
辞
職
し
、
和
睦
は
成
立
し
、
バ
ル
ラ
淳
璽
一
目
、
８
号
旨

博
冑
国
は
臨
時
大
統
領
と
な
り
、
デ
４
’
１
ノ
ス
は
欧
洲
へ
去
っ
た
。
か
く
て
同
年
十
月
十
五
日
の
選
學
で
マ
デ
ー
ロ
は
大
統
領
に
、
、
ス
ワ

ー
レ
ス
旨
、
⑦
冨
胃
旨
弓
冒
。
普
覺
⑦
園
は
副
大
統
領
に
選
ば
れ
た
。
へ
固
唾
賃
‐
骨
愚
昌
ｇ
自
己
ご
ざ
〕
目
星
．
弓
．
彰
や
崖
｝
．
嵩
員
弓
異

甸
昌
】
５
ぎ
ぢ
、
（
馬
睦
目
⑦
旨
負
冒
ご
ぎ
ぎ
邑
鐘
ａ
、
．
国
）
．
唖
＆
由
畠
．
弓
昌
⑦
里
盲
望
謹
匡
（
写
冒
）
．
・
ち
早
驍
ち
ぃ
）

■
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■
■
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1

○

簸
近
枇
の
米
羅
關
係
一
一
○

翼
プ
ー
ロ
と
密
接
に
關
係
し
て
ゐ
た
冑
、
。
暑
畠
。
。
〕
昂
昌
》
ぬ
の
如
き
メ
キ
シ
コ
人
は
、
マ
デ
ー
ロ
派
の
手
に
は
米
國
の
金
が
這
入
っ
て

ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
弧
く
主
張
す
る
。
然
し
何
れ
が
嵐
匿
に
し
て
も
、
米
國
人
は
革
命
常
時
は
マ
デ
ー
ロ
に
對
し
て
非
常
に
好
感
駐
有

し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
そ
の
英
國
と
の
利
害
關
係
よ
り
し
て
も
想
像
し
得
ら
れ
、
且
つ
ま
た
そ
れ
は
事
萱
で
あ
っ
た
。
而
も
ま
た
米
國
政
府

が
最
初
に
マ
デ
ー
ロ
を
承
認
し
た
と
云
ふ
事
置
も
雄
弁
に
或
る
事
と
物
語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
ｚ
①
胃
冒
的
昌
胃
ｇ
喜
昌
貝
忌
己
）

心
壱
で
。
』
つ
ｍ
ｌ
Ｈ
つ
唖
．
）
●

さ
て
マ
デ
ー
ロ
は
か
く
の
如
く
直
ち
に
米
國
よ
り
承
認
せ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
彼
は
単
な
る
理
想
主
義
者
、
，
理
論
家
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
從
っ
て
彼
は
大
統
領
に
就
任
し
て
も
國
内
の
秩
序
を
確
立
す
る
こ
と
は
出
恋
等
、
メ
キ
シ
コ
は
再
び
革
命
の
巷
と
化
し
て
し
ま
っ

た
。
此
の
形
勢
を
見
た
る
米
國
政
府
は
一
九
二
年
、
米
國
人
の
生
命
財
産
駐
危
ぐ
す
る
如
き
場
所
で
戦
闘
を
篤
さ
ざ
る
や
う
マ
デ
ー
ロ

に
警
告
し
、
同
時
に
ま
た
米
國
は
そ
の
軍
隊
の
出
動
を
準
備
せ
し
め
た
。
然
し
米
國
は
マ
デ
ー
ロ
政
府
を
擁
護
す
る
た
め
、
議
會
の
共
同

決
議
に
依
っ
て
、
も
し
大
統
領
が
ワ
メ
リ
ヵ
大
陸
の
或
る
國
家
内
に
於
て
、
米
國
よ
り
得
た
る
武
器
そ
の
他
の
軍
需
品
を
使
崩
す
る
こ
と

に
依
っ
て
そ
の
國
内
の
擾
凱
が
助
長
さ
れ
て
ゐ
る
と
認
む
る
時
は
、
何
時
た
り
と
も
こ
の
種
の
も
の
の
貿
易
を
禁
止
し
得
る
椛
限
を
大
統

領
に
與
へ
た
の
で
あ
る
。
大
統
領
タ
フ
ト
は
直
ち
に
こ
の
椛
限
を
行
使
し
、
メ
キ
シ
コ
の
武
器
の
輸
出
を
禁
じ
た
が
、
而
も
彼
は
マ
デ
ー

ロ
政
府
が
武
器
そ
の
他
の
軍
需
品
を
購
入
す
る
こ
と
は
こ
れ
を
琵
除
し
て
、
マ
デ
ー
ロ
に
對
し
て
間
接
的
援
助
を
與
へ
た
の
で
あ
る
。

米
國
の
か
く
の
如
き
好
意
的
援
助
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
マ
デ
ー
ロ
政
府
の
基
礎
は
益
々
不
安
固
に
な
り
、
一
九
一
三
年
二
月
八
日

に
至
っ
て
は
マ
デ
ー
ロ
軍
の
総
司
令
官
た
り
し
ウ
ェ
ル
タ
・
量
。
ざ
庵
冒
５
国
言
胃
冒
將
軍
が
敵
軍
に
走
り
、
先
に
マ
デ
ー
ロ
に
依
っ
て
投

、
獄
さ
れ
て
ゐ
た
レ
イ
エ
ス
胃
弓
、
及
び
フ
ェ
、
リ
ー
子
デ
ィ
ー
ァ
ス
尾
昌
〆
冒
目
（
前
大
統
領
ボ
ル
フ
ィ
リ
オ
・
デ
ィ
ー
ァ
ス
の
甥
）
は

９
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Ｉ
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１
１

１
叩
１
１
１
，
ｂ
Ｊ
Ⅳ
．
１
１
１
１
‐
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
・
１
１

稗
放
せ
ら
れ
て
叛
凱
は
宣
言
さ
れ
、
大
統
髄
マ
デ
ー
ロ
及
び
副
大
統
領
ス
ワ
ー
レ
ス
は
逮
捕
さ
れ
て
そ
の
醗
任
を
弧
要
せ
ら
れ
、
数
日
後

に
は
二
人
と
も
射
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
て
マ
デ
ー
ロ
政
府
は
僅
か
に
二
ケ
年
持
綴
し
た
る
の
み
で
顛
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
・
同
年

二
月
廿
七
日
ウ
ェ
ル
タ
將
車
は
臨
時
大
統
領
に
就
任
し
た
。
然
し
マ
デ
ル
ロ
及
び
ス
ワ
ー
レ
ス
の
殺
害
に
依
っ
て
國
民
の
恢
激
は
高
ま
り
、

Ｂ

直
ち
に
ウ
ェ
ル
タ
の
臨
時
政
府
に
對
す
る
弧
き
反
動
が
起
っ
た
。
諸
外
國
も
亦
ウ
ェ
ル
タ
政
府
の
承
認
を
鴫
路
し
た
。
就
中
特
に
注
意
す

ｐ

べ
き
は
、
時
の
メ
キ
シ
コ
駐
在
米
國
大
使
ヘ
ン
リ
・
レ
イ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
①
旨
ご
冒
昌
①
三
房
ｅ
旨
が
、
メ
キ
シ
コ
の
こ
れ
以
上
混
飢
の

深
み
に
群
ち
行
く
と
防
止
せ
ん
が
た
め
ウ
ェ
ル
タ
政
府
の
承
認
を
タ
フ
ト
内
閣
に
棚
告
し
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
米
國
政
府
は
ウ
ェ
ル
タ
の

承
認
を
延
期
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
け
だ
し
、
米
國
大
統
領
タ
フ
ト
は
そ
の
任
期
が
経
ら
ん
と
し
つ
典
あ
る
に
潜
っ
て
新
に
政
策
淀
樹
立
す

る
こ
と
に
依
り
そ
の
後
任
者
を
困
惑
せ
し
む
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
り
し
も
の
な
り
と
す
る
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
の
論
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
吾
人

は
米
國
の
援
助
し
或
は
好
意
を
示
し
つ
上
あ
っ
た
マ
デ
ー
ロ
を
倒
し
た
る
ウ
ェ
ル
タ
を
承
認
す
る
こ
と
逓
彼
が
快
し
と
せ
ざ
り
し
と
と
が

與
っ
て
力
あ
り
し
も
の
と
老
へ
る
。
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
米
國
の
ウ
ェ
ル
タ
承
認
問
題
は
、
か
く
て
そ
の
催
ウ
ヅ
ド
ロ
ワ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
内

閣
に
引
き
繼
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
ロ
カ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
大
統
械
に
就
任
す
る
に
至
っ
て
も
、
メ
キ
シ
コ
の
形
勢

は
事
狂
上
鍵
化
は
な
か
っ
た
。
弓
】
５
昌
州
の
ウ
ェ
ル
女
政
府
に
對
す
る
反
對
も
依
然
弧
固
で
あ
り
、
‐
コ
ァ
フ
ィ
ラ
州
知
事
偽
ル
ラ
ン
サ

急
昌
醗
冒
冒
。
層
昌
曽
届
鎮
は
ｗ
エ
ル
タ
の
大
統
仙
た
る
こ
と
を
以
て
憲
法
違
反
な
り
と
し
て
憲
法
擁
謎
運
動
を
起
し
、
ど
叩
ャ
胃
冒
。
厨
。
。

『
昌
曾
．
ア
プ
レ
》
コ
ン
筐
ぐ
Ｐ
Ｓ
厚
愚
喚
）
胃
そ
の
他
の
首
仙
連
は
こ
れ
を
支
援
し
た
。
（
ｚ
⑦
胃
一
〕
侭
冨
辱
⑦
⑦
冒
挙
頁
ご
冨
宅
・
］
９
．
冒
覺

〕
ご
一
律
〕
，
ご
己
。
串
、
②
１
吟
唖
吟
．
ｍ
↑
胃
漫
罵
鳶
』
ず
］
色
》
こ
こ
．
昌
昌
つ
‐
］
］
］
・
辱
肖
①
。
】
輿
」
ご
目
今
》
ご
壱
。
函
昌
②
１
唖
］
の
）

か
く
の
如
く
分
裂
混
乱
状
態
の
メ
キ
シ
コ
に
あ
っ
て
政
椛
を
掌
握
し
て
ゐ
た
ウ
ュ
ル
ク
は
、
そ
の
對
外
政
錐
と
し
て
は
嘗
て
デ
ィ
ー
ノ

最
近
世
の
米
墨
關
係
一
三

I

β

Ｊ

１

１

』

0
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波
近
世
の
米
墨
関
係
一
三
一

ス
が
採
っ
た
そ
れ
を
踏
襲
せ
ん
と
し
た
。
而
し
て
と
の
政
紫
の
一
部
と
し
て
彼
は
英
国
の
カ
ウ
ド
レ
イ
卿
の
『
ン
ン
ヂ
ケ
ー
ト
以
下
同
國
の

石
油
業
者
に
對
し
て
好
意
を
示
さ
ん
と
し
、
從
っ
て
ま
た
米
國
石
油
業
者
と
對
抗
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
・
岱
時
米
國
は
ド
ヘ
’
一
が
述

・
へ
た
る
と
こ
ろ
に
依
り
明
か
な
る
如
く
、
石
油
の
需
要
は
益
々
大
と
な
り
つ
比
あ
る
に
鑑
み
、
世
界
で
而
も
米
國
に
と
り
最
も
重
要
に
し

て
有
利
な
る
状
態
に
あ
る
銀
國
に
於
け
る
油
田
に
石
油
供
給
地
を
求
め
て
、
列
弧
に
對
抗
し
得
べ
き
通
商
蹄
隊
の
建
造
を
可
能
な
ら
し
め

ん
と
し
つ
Ｌ
あ
る
時
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
英
岡
政
府
も
、
〆
・
キ
シ
コ
の
石
油
に
對
す
る
興
味
を
愈
盈
増
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
か

上
る
次
第
で
一
九
二
一
革
よ
り
翌
一
四
年
に
至
る
間
と
い
ふ
も
の
は
、
英
米
雨
國
の
新
聞
は
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
英
國
外
相
グ
レ
イ
伯

の
外
交
の
背
後
に
於
け
る
石
油
戦
琵
論
じ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
冒
邑
。
旨
冨
昌
紙
は
、
米
國
の
石
油
は
マ
デ
ー
ロ
を
メ
キ
シ
コ
大

統
領
に
据
え
、
英
國
の
石
油
は
ウ
ェ
ル
タ
の
樅
カ
ー
と
維
持
し
て
ゐ
る
と
断
言
し
た
。
即
ち
今
や
メ
キ
シ
コ
の
情
勢
の
論
議
は
石
油
供
給
の

論
議
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
大
統
領
ウ
ェ
ル
タ
が
英
國
石
油
業
者
に
對
し
て
好
意
を
有
す
る
と
信
じ
た
米
國
政
府
は
、
ウ
ェ
ル
タ
を
メ
キ
シ
コ
の
政
椛
か

ら
駆
逐
せ
ん
と
の
目
的
を
い
だ
き
、
永
い
間
政
治
的
陰
謀
、
財
政
上
の
歴
辿
を
爲
し
、
或
は
道
義
を
説
き
、
最
後
に
武
力
干
渉
を
爲
す
に

毎

至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
も
、
今
や
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
對
す
る
期
待
を
裏
切
ら
れ
て
こ
れ
に
不
安
と
茄
疑
の
眼
を
投
ず

急

ろ
に
至
っ
た
。
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
そ
の
就
任
後
一
週
間
、
即
ち
一
九
一
三
年
三
月
十
一
日
（
と
の
日
附
を
富
ｅ
ｏ
ｇ
は
そ
の
著
胃
旨
‐

ｃ
営
⑦
皿
島
営
昌
胃
－
３
冒
目
営
胃
冨
湧
＆
．
ご
応
岳
”
に
於
て
十
二
日
と
す
。
然
る
に
ム
ア
の
こ
の
箸
に
は
他
に
も
二
一
二
、
時
日
の
相
逹
あ

る
こ
と
あ
り
し
た
め
、
と
入
に
は
璃
昌
昌
頃
笥
厚
⑦
①
冒
寧
貝
ご
葛
》
亨
］
愚
に
依
る
こ
と
と
し
た
。
）
次
の
如
き
宣
言
を
爲
し
た
。

曰
く
「
吾
人
は
自
身
の
個
人
的
利
益
乃
至
は
野
心
の
増
推
満
足
を
固
ら
ん
が
た
め
に
政
椛
を
掌
握
せ
ん
と
す
る
如
き
人
交
に
は
、
同
情
を

寸

〆



－

’
b

'’

'1
1■

I

も
つ
こ
と
は
出
來
な
い
。
吾
人
は
平
和
と
名
器
と
の
た
ゐ
に
行
動
し
、
個
人
の
樵
利
を
保
謹
し
、
憲
法
の
條
項
が
禁
止
す
る
と
こ
ろ
を
尊

亜
す
る
人
交
詮
友
人
と
し
て
選
ぶ
云
欠
」
と
。
（
ｚ
ｇ
昌
展
菅
睦
劃
ｇ
⑦
冒
寧
夏
吾
屋
》
宮
）
白
９
，
］
局
．
旨
。
（
）
艮
吾
三
》
層
．
皆
苧
哩
屋
．
）

■

、

惟
ふ
に
米
國
は
從
來
、
事
置
上
の
政
府
（
号
曽
ｃ
言
唱
ぐ
⑦
冒
冒
ら
皇
）
を
承
認
す
る
政
漿
を
と
っ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は

今
や
こ
の
体
統
政
策
を
棄
て
る
こ
と
を
通
告
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
世
界
の
主
要
諸
幽
が
既
に
ウ
ェ
ル
タ
政
府
を
承
認
し
た
る
に
も
拘
ら

ず
、
革
命
に
依
っ
て
政
椛
を
雄
得
し
た
る
ウ
ェ
ル
タ
の
承
認
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
そ
の
こ
と
に
依
り
ア
メ
リ
カ
に
道
徳
的
帝

Ｉ

図
を
樹
立
し
た
。
同
時
に
そ
れ
は
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
擴
張
で
あ
っ
た
。
か
く
て
米
鼎
關
係
に
新
局
面
が
印
づ
け
ら
れ
て
、
米
國
の
直
接
干

渉
の
時
期
が
割
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
米
國
が
承
認
を
差
控
へ
る
こ
と
に
依
っ
て
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
政
治
を
統
制
せ
ん
と

し
つ
上
あ
っ
た
こ
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
道
徳
な
る
も
の
は
恥
決
し
て
絶
對
的
の
も
の
で
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ウ
ェ
ル
タ
承
認
に
就
き
紛
糾

が
尚
綾
い
て
ゐ
る
時
・
へ
ル
ー
に
於
て
は
ベ
ナ
ピ
デ
ス
胃
目
豊
、
昼
。
、
大
佐
が
同
じ
く
革
命
に
依
っ
て
椛
力
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
，

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
こ
れ
を
承
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
（
ｚ
の
畠
晶
篭
厚
８
屋
昏
星
夢
菖
》
看
、
］
届
自
己
即
ち
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
こ
の
新
し
き

道
徳
的
な
政
策
も
誰
だ
鍵
迩
自
在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
「
自
身
の
個
人
的
利
益
乃
至
は
野
心
の
増
進
滿
足
の
た
め
に
」
す
る
行
爲
は
承
認

の
妨
げ
と
な
る
が
「
自
幽
の
利
益
乃
至
は
野
心
の
埆
進
猟
足
の
た
め
に
」
は
、
そ
の
政
策
は
時
と
場
合
で
如
何
や
う
に
も
愛
へ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

‐
そ
れ
は
兎
に
角
メ
」
丁
ン
．
に
あ
っ
て
は
、
前
述
の
如
く
ウ
伝
タ
が
大
統
領
就
任
後
間
も
な
く
し
て
カ
ル
ラ
ン
サ
、
ビ
リ
ャ
及
び
サ
パ
ー

タ
等
の
所
謂
憲
政
派
（
（
自
画
昌
三
一
目
島
唾
蔚
）
の
頑
弧
な
る
革
命
運
動
が
起
っ
た
の
で
あ
る
が
、
大
統
領
ワ
ー
ル
ソ
ン
ば
こ
れ
ち
の
憲
政

派
を
援
助
し
て
ウ
ェ
ル
タ
を
除
か
ん
と
決
心
し
た
。
而
し
て
こ
の
政
策
の
遂
行
に
便
な
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
彼
は
先
づ
駐
鵲
大
使
ヘ
ン

敢
近
世
の
米
墨
關
係
二
三

川
Ⅱ
岳
■
■
岬
旧
陥
Ⅱ
Ⅲ
け
旧
伽
叶
い
Ⅲ
判
１
１
凹
呵
Ｐ
ｂ
Ｈ
で
岬
岫
嘔
Ｏ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
ｌ
Ｒ
ｐ
Ｄ
０
０
０
ｒ
》
ｊ
●
唾
Ｉ
Ｉ
ｍ
ｒ
ｈ
ｌ
Ｉ
０
叱
確
日
出
”
Ｉ
心
●
，
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
ｌ
朏
仰
６
１
１
も
い
Ⅳ
旧
旧
旧
Ⅱ

I

1

1

、

１
１
■
臥
吋

１

１
ｌ

虹

』
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■
■
Ⅱ
９
Ⅱ
０
１
１
１
１
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●
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最
近
仙
の
米
墨
關
係
・
二
四

リ
・
レ
イ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
召
遼
し
、
そ
の
代
り
に
一
九
一
三
年
八
月
冒
冒
目
員
を
大
統
領
の
私
的
代
表
と
し
て
メ
キ
シ
コ
に
派
遣

し
た
。
こ
の
時
大
統
恢
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
リ
ン
、
ド
に
典
へ
た
る
訓
令
は
第
一
、
即
時
職
岡
中
止
、
笙
一
へ
早
急
且
つ
自
由
に
大
統
伽
選
畢
を

行
ふ
こ
と
、
舗
三
、
ウ
ェ
ル
タ
は
こ
の
選
畢
に
立
候
袖
せ
ざ
る
こ
と
に
同
意
す
べ
き
こ
と
、
第
四
、
各
蕪
派
は
總
て
こ
の
選
畢
の
結
果
を

迩
守
す
べ
き
と
と
、
で
あ
っ
た
。
・
然
し
ウ
ェ
ル
た
は
か
上
る
虫
の
よ
い
提
議
を
容
る
べ
き
筈
は
な
か
っ
た
。
即
ち
彼
は
こ
の
提
議
を
以
て

メ
キ
シ
コ
の
事
件
に
對
す
る
侮
辱
的
に
し
て
且
つ
不
必
要
な
る
干
渉
な
り
と
し
て
拒
絶
し
た
。
か
く
て
リ
ン
ド
の
派
遥
が
も
た
ら
し
た
る

唯
一
の
結
果
は
、
ウ
ェ
ル
役
及
び
そ
の
蹴
祇
を
し
て
米
剛
に
對
す
る
憎
悪
を
愈
交
増
さ
し
む
る
こ
と
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
同
年
十
月
九
日

ウ
ェ
ル
タ
が
墨
幽
議
員
百
名
以
上
●
を
投
赫
し
て
議
會
を
「
浦
め
る
」
や
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ウ
ェ
ル
‐
タ
に
對
し
て
、
や
が
て
施
行
せ
ら
る
べ
き

選
畢
の
結
果
を
承
認
せ
ざ
る
べ
き
こ
と
を
通
告
し
た
。
米
國
は
既
に
八
月
、
在
墨
自
鬮
人
民
に
對
し
て
同
國
よ
り
引
揚
を
響
告
し
、
政
府

は
そ
の
州
發
を
抜
助
す
る
た
め
軍
艦
を
派
適
し
、
議
會
は
同
目
的
の
た
め
に
要
す
る
經
斐
を
別
置
し
た
。
十
二
月
二
日
大
統
恢
は
議
會
に

於
て
、
そ
の
政
錐
を
以
て
言
菖
①
匡
己
弓
陰
冒
戸
脆
の
政
策
な
り
と
通
知
し
た
の
で
あ
る
。
（
覇
⑦
自
営
晩
）
、
周
境
ｇ
冒
漫
昌
一
言
冨
》
弓
皀
匡
‐

』
瞳
．
屑
房
胃
ご
‘
ご
》
己
宅
．
半
印
階
上
印
劃
．
冨
貸
｝
ｇ
〕
ご
国
）
毛
亨
四
昂
’
四
哩
浄
、
冒
画
毘
毎
印
夢
畠
）
壱
や
旨
苧
巨
半
。
弓
曙
富
里
ざ
蛍
号
］
ａ
で
？
一
画
得
圭
噌
瞬

岱
時
墨
國
に
は
米
國
政
府
の
承
認
し
た
る
政
府
の
存
在
せ
ざ
り
し
が
た
め
、
米
國
は
そ
の
人
民
の
生
命
財
産
に
對
し
て
菱
つ
た
損
害
の

賠
俄
叉
は
そ
の
返
還
を
要
求
す
べ
き
机
手
を
有
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
米
閏
内
に
於
け
る
侵
略
主
義
者
及
び
メ
キ
シ
コ
に
財
産
上
の
利

害
關
係
を
有
す
る
人
糞
は
．
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
言
喜
Ｃ
罵
目
貝
夛
言
侭
の
政
策
一
江
猛
烈
に
攻
罐
し
た
。
彼
等
は
、
諸
外
國
は
ウ
ェ
ル
タ
を

承
認
し
て
ゐ
る
が
故
に
、
米
國
と
異
っ
た
政
策
を
採
り
は
せ
ぬ
か
と
懸
念
し
た
。
然
し
こ
の
懸
念
の
一
部
は
英
國
陦
會
昌
昏
首
相
が
爲

し
た
る
菰
説
に
依
り
無
く
さ
れ
、
ま
た
他
の
諸
國
も
米
國
の
政
策
を
尊
重
す
今
へ
き
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
モ
ン
ロ
ー
主

ｆ

ｍ
１
ｆ
Ｉ
，
Ｉ
ｊ
４
‐
１
０
■
■
日
Ｊ
砧
邑
４
４
Ｊ
‐
ｒ
ｒ
Ｆ
ｈ
ｊ

■
。
■
Ｊ
■
■
■
日
・
’
１
１
Ⅲ
１
代
↓
！

１
Ⅲ
Ｉ
川
Ⅱ
！
‐

ゞ
０
『
‐
ｊ
Ⅱ
１
１
日
■
■
■
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
甲
ｌ
ｌ
Ｉ
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－
’
三

■．
リ 、

４

義
の
侵
犯
の
恐
れ
も
無
く
な
っ
た
課
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
英
ｏ
佛
・
猫
等
の
艦
隊
が
黒
國
沿
岸
に
あ
る
こ
と
は
、
や
が
て
は
彼
等
が
肖
國
民

の
保
誰
の
た
坊
メ
キ
シ
コ
に
預
隙
を
上
陸
せ
し
む
る
と
と
無
き
や
を
憂
へ
し
め
た
。
そ
こ
で
脂
院
の
外
交
委
員
長
ペ
ィ
コ
ン
国
鴬
。
層
は
、

前
記
の
諸
國
が
か
上
る
行
動
に
川
づ
る
と
と
左
認
む
る
も
、
彼
等
が
そ
の
保
護
の
必
要
あ
る
場
合
に
は
米
國
の
陸
戦
隊
の
上
陸
を
要
請
す

る
こ
と
が
米
國
に
と
り
遙
か
に
望
ま
し
き
胃
淀
述
べ
た
の
で
あ
る
。
（
冒
鳥
号
冨
》
署
．
蒻
苧
あ
ご
：

十
月
什
六
日
メ
キ
シ
コ
で
は
火
統
伽
撰
畢
が
施
行
せ
ら
れ
た
。
命
エ
ル
タ
は
、
彼
が
候
袖
春
た
る
こ
と
を
欲
せ
ず
と
發
表
せ
る
に
も
拘

。
夕

ら
ず
臨
時
大
統
鋲
と
し
て
選
畢
さ
れ
た
．
然
る
に
こ
の
選
畢
後
間
も
な
く
米
國
幽
務
街
は
そ
の
ウ
ェ
ル
タ
政
府
顛
覆
の
意
志
を
發
表
し
た
。

然
し
ウ
ェ
ル
タ
を
追
出
す
必
要
手
段
の
先
決
問
題
は
、
從
來
ウ
ェ
ル
凌
左
承
認
し
陰
に
陽
に
こ
れ
を
支
持
し
來
り
た
る
英
國
を
し
て
ウ
ェ
ル

。
、

タ
琵
見
捨
て
し
む
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
恰
も
英
圃
外
務
省
は
、
向
風
の
通
商
に
不
利
を
來
さ
し
む
る
パ
ナ
マ
運
河
の
通
過
税
礎
止
の
た
め

米
國
と
交
渉
し
つ
上
あ
っ
た
が
釦
十
一
月
に
は
英
國
外
相
グ
レ
イ
伯
の
秘
書
官
た
り
し
テ
ィ
レ
ル
名
言
旨
昌
皐
再
呂
が
協
定
を
遂
げ
ん

た
め
に
ワ
シ
ン
爪
ン
に
來
蒲
し
、
パ
ナ
マ
運
河
税
應
止
の
代
彼
と
し
て
英
國
は
、
米
國
が
メ
キ
シ
コ
に
於
て
自
由
行
動
を
と
る
こ
と
を
許

さ
ん
と
欲
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
テ
ィ
レ
ル
は
ハ
ウ
ス
国
。
目
、
。
大
佐
の
斡
旋
に
依
っ
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
と
會
見
し
た
・
彼
は
こ
の
會

見
に
依
っ
て
米
國
の
對
鵲
政
策
が
公
明
正
大
な
る
こ
と
、
及
び
英
米
雨
幽
の
感
情
を
一
隅
良
好
な
ら
し
め
ん
が
た
め
に
は
、
從
來
メ
キ
シ

コ
に
於
て
英
国
石
油
業
者
と
共
に
米
國
石
油
業
春
及
び
こ
れ
を
後
按
す
る
米
国
政
府
と
拮
抗
し
て
ウ
ェ
ル
タ
政
府
を
支
援
し
來
つ
た
駐
墾

公
使
カ
ー
ド
ゥ
ン
（
、
一
胃
号
〕
］
を
メ
キ
シ
コ
よ
り
引
揚
げ
さ
せ
る
必
要
あ
り
と
信
じ
た
。
而
し
て
パ
ナ
マ
運
河
通
過
税
問
題
に
就
て
は
米
國

側
に
溌
止
の
意
志
あ
る
も
、
ウ
．
イ
ル
ソ
ン
大
統
仙
の
對
議
會
關
係
あ
る
が
故
に
こ
れ
に
就
て
は
一
時
沈
獄
を
守
る
こ
と
を
以
て
最
善
の
策

な
り
と
老
ふ
る
に
至
っ
た
。
か
く
て
彼
は
ウ
ィ
ル
ゾ
ン
に
對
し
て
、
英
國
政
府
は
米
國
と
協
調
し
て
ウ
ェ
ル
タ
駆
逐
に
努
む
く
、
し
と
確
言

，
最
近
世
の
米
墨
關
係
二
五

０
０
１
‐
叱
川
側
Ⅲ
川
側
Ⅲ
咽
ｒ
Ⅲ
‐
１
Ｍ
川
Ⅲ
、
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
“
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｎ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｈ
ｒ
Ｆ
Ｈ
Ｒ
ｌ
・
ｌ
Ｗ
Ｆ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｉ
■
■
■
■
Ⅱ
０
１
１
Ｊ
Ⅱ
０
心

I

l
d

い
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即
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，

４

創

帆

Ｊ
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近
枇
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二
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し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
数
ケ
月
を
經
て
公
使
ガ
ー
ド
ワ
ン
は
Ｚ
フ
ジ
ル
ヘ
縛
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

Ｉ
テ
ィ
レ
ル
の
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
勢
ひ
づ
い
た
米
國
政
府
は
一
雁
公
然
と
墨
図
に
對
し
て
干
渉
威
嚇
せ
ん
と
し
た
。
即
ち
米
國
政
府
は

ウ
ェ
ル
タ
を
全
く
孤
巫
に
陥
ら
し
め
て
、
外
は
外
國
の
同
情
援
助
を
絶
ち
、
内
は
國
民
の
精
祁
的
乃
至
は
物
質
的
信
用
援
助
を
失
は
し
め

て
、
彼
を
追
出
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
米
国
は
差
岱
っ
て
メ
キ
シ
コ
の
財
政
上
の
封
鎖
を
爲
し
た
。
そ
の
た
め
一
九
一
四
年
一

月
に
は
カ
ェ
レ
″
食
政
府
は
国
家
的
破
雁
を
米
し
て
、
政
府
の
内
外
伎
務
の
利
子
は
す
べ
て
六
ヶ
月
間
支
挑
停
止
す
る
と
い
ふ
命
令
を
發
す

る
の
巳
む
な
き
に
立
至
っ
た
。
常
唯
革
命
波
の
カ
ル
｜
フ
ン
サ
お
よ
び
ビ
リ
ャ
は
公
然
米
國
の
按
助
を
得
て
北
部
地
方
で
勝
利
を
得
つ
上
あ

っ
た
。
そ
れ
で
國
務
長
官
ブ
ラ
イ
ア
ン
厚
》
・
浄
］
芦
は
彼
等
革
命
派
を
し
て
武
力
に
依
り
椎
力
遂
漉
得
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
米
國
よ
り
の

軍
需
川
叩
の
輪
朏
禁
止
令
を
解
く
旨
を
仙
國
政
府
に
通
告
し
た
。
そ
れ
は
事
狂
一
九
一
四
年
二
月
解
禁
せ
ら
れ
て
カ
ル
ラ
ン
サ
等
憲
政
派
は

米
國
の
援
助
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
（
ｚ
ｇ
昌
侭
望
胃
８
国
浄
貝
号
曽
》
層
息
曽
‐
ご
吟
．
弓
葛
一
①
鰈
】
⑦
》
剤
一
夢
冨
）
層
．
鹿
哩
‐
た
い
。
）

か
く
の
如
き
米
國
の
援
助
乃
至
は
干
渉
が
凡
そ
一
ヶ
年
ば
か
り
綾
い
て
一
九
一
四
年
川
月
九
日
に
は
タ
ン
ピ
ー
コ
事
件
が
起
っ
た
。
米

國
砲
艦
の
主
計
官
は
乗
組
員
と
共
に
粗
食
を
得
ん
が
た
め
同
地
に
ｆ
陸
し
て
ウ
ェ
ル
タ
軍
の
逮
捕
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
而
し
て
岸
壁

に
繋
留
さ
れ
た
ろ
船
礎
に
は
船
首
及
び
船
尼
に
一
流
の
米
國
放
が
掲
揚
さ
れ
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
に
残
留
中
の
二
人
の
米
國
水
兵

＼
は
上
陸
を
弧
制
さ
れ
た
・
と
れ
を
附
い
た
ウ
ェ
ル
タ
將
軍
及
び
ウ
ェ
ル
タ
軍
の
司
令
官
は
遁
憾
の
意
を
表
し
、
直
ち
に
米
國
兵
の
樺
放
を
命

、

じ
、
ま
た
支
任
上
士
宿
を
虚
罰
し
た
。
こ
の
度
の
墾
國
兵
の
暴
行
に
對
し
米
國
艦
隊
司
令
官
メ
イ
ョ
ウ
昌
身
ｏ
少
將
は
、
メ
キ
シ
コ
側

に
對
し
て
廿
一
發
の
灌
砲
の
發
射
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
ウ
ェ
ル
タ
は
米
艦
よ
り
も
答
漉
砲
を
發
射
す
る
こ
と
を
條
件
と
し
た
。

、

術
ま
た
ウ
ェ
ル
“
政
府
は
愉
時
米
国
エ
ヘ
の
上
陸
は
種
女
の
点
に
於
て
不
行
届
・
不
法
な
り
し
点
を
指
抽
し
、
ウ
ェ
ル
タ
軍
が
あ
の
場
合
取
つ

＝

三

叩
０
日
１
ｍ
■
い
に
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山
い
い
ｈ
Ｉ
Ⅲ
Ⅱ
Ｉ
Ｊ
１
‐
Ⅱ
冊
、
Ⅷ
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
ｌ
ｑ
Ｆ
Ｌ
Ｗ
ｐ
心
１
１
服
咄
７
ｂ
Ｂ
Ｄ
岼
岨
心
‐
１
１
１
‐
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
Ｐ
ｂ
Ｂ
■
■
タ
ド
日
●
■
■
■
１
１
１
．
，
〃
Ｈ
１

た
行
動
は
巳
む
を
得
ざ
り
し
こ
と
を
述
べ
て
抗
議
し
た
。
こ
の
事
件
が
理
稲
の
場
合
に
於
て
な
ら
ば
、
こ
れ
程
の
問
題
と
は
成
ら
ず
に
放

匿
さ
れ
た
で
あ
ら
う
ｏ
が
然
し
そ
れ
は
米
国
の
素
志
奮
現
の
た
め
に
は
、
看
過
す
る
に
は
餘
り
に
も
絶
好
の
機
會
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ

ば
、
こ
の
國
族
事
件
及
び
そ
れ
に
件
ふ
廿
一
發
の
禮
砲
問
題
は
、
米
國
が
メ
キ
シ
コ
に
封
し
て
稜
極
的
に
干
渉
し
”
エ
ル
密
の
洩
溶
の
期

を
鼎
め
る
手
段
の
口
演
と
さ
れ
た
こ
と
は
篭
だ
明
か
で
あ
る
。
即
ち
米
國
務
省
は
四
月
十
六
日
メ
キ
シ
コ
市
に
米
國
新
附
記
若
に
非
公
式

で
、
同
時
に
尚
そ
の
公
表
を
禁
じ
て
こ
の
こ
と
を
事
変
承
認
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
ヌ
ン
ピ
ー
コ
事
件
は
全
く
背
後
に
隠
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
と
雛
明
し
、
最
近
起
っ
た
メ
キ
シ
コ
の
大
罪
を
数
へ
蕊
げ
、
そ
の
鋪
一
は
、
米
國
大
使
舘
宛
県
地
栽
を
メ
キ
シ
ュ
の
海
外
髄
報
肪

の
検
閲
術
が
抑
制
遅
滞
せ
し
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
件
は
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
發
せ
ら
れ
た
公
電
で
指
摘
さ
れ
る
ま
で
は
何
事
も

○

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
他
の
鋪
一
万
事
件
と
い
ふ
の
は
、
こ
れ
亦
充
分
世
人
に
知
ら
れ
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
食
ン
ピ
ー
コ
事
杵
の

發
生
徒
数
日
に
し
イ
ー
、
罪
画
の
ベ
ラ
・
ク
ル
ス
に
於
て
米
国
汽
船
＄
・
ネ
ソ
ー
種
號
の
傳
令
は
、
制
服
を
流
し
て
ベ
ラ
・
ク
ル
ス
の
海
岸
に
向

ふ
途
中
逮
捕
さ
れ
、
一
時
投
鰍
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
し
こ
の
諜
併
は
古
・
エ
ル
ル
〈
政
府
側
の
陳
謝
及
び
表
面
詰
の
責
任
薪
の
虚
釧
、
次

に
該
傳
令
を
即
時
稗
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
收
ま
り
が
蒲
い
た
の
で
あ
っ
た
。

四
月
十
，
ハ
日
ウ
ェ
ル
夜
政
府
及
び
准
國
代
理
大
使
・
嵐
昌
、
。
胃
。
曹
曾
邑
晩
］
ロ
邑
罷
》
ゞ
は
、
こ
れ
ら
の
小
事
件
が
干
渉
の
ｎ
通
と
し
て
用
ひ

ら
れ
ん
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
蛙
後
の
大
努
力
を
な
し
た
が
、
米
国
國
務
提
官
の
命
に
依
り
こ
れ
も
水
泡
に
蹄
し
た
。
岡
じ
く
一
九
一

Ⅶ
年
四
月
十
四
日
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
議
會
に
於
て
今
凹
の
事
件
に
就
き
味
更
に
虚
怖
を
述
べ
て
国
民
を
悩
激
せ
し
め
ん
と
努
め
、
ウ
ェ
ル
タ

將
軍
及
び
を
の
與
黛
を
し
て
、
米
國
の
椎
利
と
威
信
と
な
充
分
承
認
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
だ
け
米
國
軍
隊
を
使
川
す
る
桃
能
の
承
認
を

求
め
た
。
議
員
の
間
に
も
熱
烈
に
械
極
的
干
渉
を
説
く
者
が
あ
っ
た
。
然
る
に
、
こ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
教
書
に
雌
じ
て
行
動
を
取
る
前

〆
Ｌ
ｏ
－
１
ケ
。
亨
。
一
・
‐
１
Ｊ
、
依

一
一
七

I
１
１

ｑ
ロ
ロ
』

／

／
ノ

１
■
Ｊ
Ｆ

⑫
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八

前
記
の
事
件
と
は
全
く
關
係
な
き
事
件
が
燕
に
起
っ
た
の
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ベ
ラ
・
ク
ル
ス
の
即
事
占
領
を
命
す
る
必
要
に
辿
ら
れ
た
の

Ｉ
で
あ
る
。
即
ち
四
月
一
千
一
日
未
明
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
軍
糯
品
を
祇
載
じ
た
猫
逸
汽
船
ユ
ピ
ラ
ン
ゴ
オ
號
が
ベ
ラ
・
ク
ル
ス
に
同
日
午
前

１
十
時
頃
潜
港
す
べ
き
由
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
國
務
長
術
プ
ラ
イ
ア
ン
及
び
海
軍
長
官
グ
’
一
エ
ル
ス
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
秘
書
官
と
共
に
ウ

イ
ル
ゾ
ン
の
相
談
に
典
つ
た
。
そ
の
結
果
、
同
日
ベ
ラ
・
ク
ル
ス
は
占
領
に
決
し
、
ウ
ェ
ル
タ
軍
に
武
器
そ
の
他
の
車
需
品
を
供
給
せ
ん

と
し
て
來
た
ユ
ピ
ラ
ン
・
コ
オ
號
は
停
船
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
米
艦
は
同
市
を
砲
撃
し
、
海
兵
水
兵
を
上
陸
せ
し
め
て
税
關
そ
の
他
を
占
領
し
、

激
烈
な
る
市
街
戦
で
敵
味
方
共
に
多
数
の
死
傷
者
詮
出
し
た
が
、
米
軍
は
遂
に
完
全
に
同
地
を
占
領
し
た
。
（
ｚ
⑦
胃
冒
晩
苗
厚
⑦
ｇ
冒
兵

』
豆
（
胃
》
雪
）
．
］
ｇ
‐
］
喝
．
弓
ご
Ｃ
馨
］
⑦
】
一
号
己
》
己
．
穐
啓
．
、
冒
胃
舞
昏
富
》
一
〕
壱
．
］
］
』
‐
巨
執
．
国
浄
言
弓
垂
兵
自
ら
［
冒
詳
⑦
今
聾
喜
の
印
ご
○
胃
○
葛
〕
戸

皀
冒
扁
、
．
．
三
）
．
色
や
？
塑
一
澆
．
畠
っ
◎
再
ｃ
》
】
冒
含
》
声
己
。
い
い
函
‐
ぬ
画
一
〉
届
］
い
』
淳
一
夢
芦
今
》
ご
吟
亜
》
）

然
る
に
、
米
国
が
こ
の
ベ
ラ
ｅ
ク
ル
ス
占
領
に
よ
っ
て
カ
ル
ラ
ン
サ
等
の
憲
政
派
を
援
助
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
カ
ル
ラ
ン
サ
は
米
國
の
今
回

の
行
動
を
以
て
メ
キ
シ
コ
の
主
椛
の
侵
害
承
り
と
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
私
的
代
表
ウ
イ
リ
ャ
ム
・
ペ
イ
ャ
ー
ド
。
ヘ
ィ
ル
に
向
っ
て
メ
キ
シ

コ
の
國
内
問
題
に
對
し
て
は
外
國
の
干
渉
を
許
さ
ず
と
い
ふ
こ
と
を
稗
告
し
た
の
で
あ
る
。
四
月
二
十
二
日
カ
ル
ラ
ン
サ
は
米
國
國
務
省

に
對
し
て
ウ
ェ
ル
タ
の
個
人
的
行
動
は
メ
キ
ヘ
ン
コ
国
民
を
し
て
米
國
と
の
不
幸
な
戦
争
に
捲
き
込
む
に
は
足
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
然
し
吾

〃
ｂ
■

人
の
領
土
の
侵
略
及
び
量
國
軍
隊
の
ベ
ラ
・
ク
ル
ス
港
滞
留
は
自
由
澗
立
の
主
權
の
変
体
と
し
て
の
吾
人
の
存
在
を
確
定
す
る
椛
利
遂
便

害
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
吾
人
は
涯
に
無
比
の
戦
争
（
唱
⑦
胃
鰻
旨
風
瞥
騨
一
）
に
引
き
込
ま
れ
る
で
あ
ら
う
云
‐
た
と
僻
告
し
て
、
米
國

が
敵
對
行
爲
逓
中
止
し
て
ベ
ラ
・
ク
ル
ス
よ
り
そ
の
軍
隊
を
撤
退
せ
し
む
べ
き
と
と
、
及
び
タ
ン
ピ
ー
コ
事
件
に
對
す
る
米
國
側
の
要
求

０

は
憲
政
派
政
府
に
提
肌
さ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
た
の
で
あ
る
。
米
國
は
カ
ル
ラ
ン
サ
の
斯
く
の
如
き
國
家
主
義
的
態
度
を
兇
て
、
慰
政

＝

１
１

、

Z
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．
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肥
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恒
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１
１
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ｌ
ｌ
‐
１
個
小
口
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１
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０
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町
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０
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１
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ｒ
‐
卜
Ｉ
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ｌ
ｌ
卜
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佃
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Ⅱ
Ｕ
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Ｂ
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１

１

１

１

・

ｒ

Ｉ

Ⅱ

１

１

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｕ

Ｉ

１

１

Ｆ

・

１

１

１

１

派
が
ウ
ェ
ル
タ
を
支
持
し
學
國
一
致
し
て
桃
る
に
至
ら
ん
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
及
ぶ
限
り
の
努
力
逢
挑
つ
た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら

の
特
別
代
表
力
ロ
１
サ
ー
ス
は
遥
政
派
の
ピ
リ
ャ
を
通
じ
て
、
國
境
に
於
け
る
米
國
の
大
規
模
の
軍
事
的
行
動
の
目
的
は
、
全
く
カ
ル
ラ
ン

サ
、
ビ
リ
ャ
そ
の
他
彼
等
の
同
志
の
態
度
如
何
に
依
っ
て
決
せ
ら
る
く
し
と
通
告
し
て
暗
に
そ
の
干
渉
を
以
て
威
嚇
し
た
。
ピ
リ
ャ
は
カ
ル
ラ

ン
サ
の
爲
し
た
る
先
き
の
抗
議
に
對
し
て
陳
謝
し
た
。
か
く
て
米
國
は
今
や
メ
キ
、
ン
ゴ
の
事
件
に
は
弧
椛
に
よ
っ
て
統
制
す
る
た
め
に
自

●巾
行
動
を
取
り
得
る
か
の
槻
が
あ
っ
た
。
（
易
の
昌
晶
望
冒
⑦
の
冒
浄
且
号
冨
》
弓
．
局
望
む
）

ウ
ェ
ル
タ
政
府
は
米
國
が
苧
へ
ラ
・
ク
ル
ス
を
占
鋭
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
翌
日
即
ち
二
十
二
日
米
國
と
の
國
交
を
断
絶
し
、
米
國
代
理

大
使
○
覗
旨
旨
唱
目
⑦
匝
普
は
旅
券
を
交
附
さ
れ
た
。
雨
國
間
の
戦
争
は
既
に
切
迫
し
た
。

抑
客
フ
テ
ン
ア
メ
リ
尚
諸
国
は
何
れ
も
米
國
の
武
力
干
渉
に
對
し
て
は
共
通
・
的
に
恐
怖
を
感
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
南
米
所
謂
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
一
二
國
即
ち
γ
ル
ー
ー
ー
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
ー
は
こ
の
水
盤
剛
の
急
迫
し
た
事
態
を
兄
て
調
停
を
従
議
し
、
戦
争
を
未
然
に
防

止
せ
ん
と
し
た
。
こ
の
提
議
は
雄
図
の
客
る
上
所
と
な
っ
た
。
ウ
ェ
ル
タ
將
車
も
今
や
姑
ん
ど
そ
の
財
源
の
道
が
絶
へ
、
且
つ
カ
ル
フ
ン

“
サ
・
ビ
リ
ャ
等
の
砿
命
軍
が
引
き
紋
き
成
功
し
つ
ｋ
あ
っ
た
事
を
苦
に
し
て
ゐ
た
の
で
、
こ
の
捉
議
を
拒
絶
す
べ
く
も
な
か
っ
た
。
五
月
’

二
十
日
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｕ
三
國
妙
提
議
に
よ
っ
て
會
議
は
ナ
イ
ャ
ガ
ラ
の
漆
布
で
開
か
れ
た
。
〆
ま
ン
．
の
革
命
紙
及
び
ツ
ェ
ル
ハ
《
浜
の
外
に

ス
。
へ
イ
ン
系
亜
米
利
加
九
簡
國
が
此
虚
に
招
請
さ
れ
た
。
カ
ル
ラ
ン
サ
派
は
今
回
の
提
議
は
唯
そ
の
原
則
に
於
て
の
み
唯
蒜
し
蝿
そ
の
代

表
は
六
月
に
到
蓋
し
た
。
而
し
て
そ
の
代
表
は
こ
の
會
議
の
参
加
者
と
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
オ
プ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
の
役
荊
を
爲
し
た
の
み
で
あ

る
。
會
議
は
戦
争
を
防
止
せ
ん
が
た
め
鮒
係
巻
の
す
べ
て
が
受
容
し
得
る
如
き
臨
時
大
統
領
を
見
付
け
よ
う
と
し
た
が
、
カ
ル
ラ
ン
サ
″
沢

は
正
式
に
こ
の
討
議
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
の
で
、
そ
れ
は
不
成
功
に
経
っ
た
。
け
だ
し
カ
ル
ラ
ン
サ
は
メ
キ
シ
コ
の
内
政
問
題

一
・
．
ｒ
‐
〃
犬
Ｆ
１
，
！
．
．
一
一
九
、

1

．

‐４冊ＮＩ１ＩｌＯ
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1

波
近
泄
の
米
黒
州
係
一
二
○

に
對
す
る
干
渉
と
思
は
れ
る
と
の
提
議
を
慨
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
會
議
の
討
議
は
六
週
間
綾
い
た
が
、
何
等
雷
質
的
結
果
を
も
た
ら
す

こ
と
も
な
く
、
米
國
の
對
メ
キ
シ
コ
政
策
に
對
垂
露
南
米
諸
國
の
恐
怖
を
多
少
綏
和
し
、
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ナ
ィ
ャ
ガ
ラ
の
合
議
が
か
く
の
如
く
し
て
徒
ら
に
遷
延
し
て
ゐ
る
間
に
、
米
國
軍
隊
は
依
然
と
し
て
ウ
ェ
ル
タ
派
の
戦
略
上
の
根
擦
地

た
る
ベ
ラ
・
ク
ル
ス
の
占
伽
を
続
け
て
を
り
、
五
月
十
三
日
即
ち
こ
の
含
議
の
開
會
一
週
間
前
に
は
カ
ル
ラ
ン
サ
、
ビ
Ⅲ
十
の
愁
政
軍
は
タ
ン

ーピ
ー
コ
を
占
領
し
、
と
比
か
ら
彼
等
は
武
器
郷
藥
を
米
国
方
面
よ
り
受
取
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
憲
政
軍
が
米
國
の
援
助
な
ど
の
た
め
次

第
に
勢
力
を
加
へ
て
南
下
進
出
す
る
や
、
ウ
ェ
ル
タ
將
車
は
早
晩
危
嶮
が
そ
の
身
避
に
迫
っ
た
こ
と
を
請
取
し
、
七
月
十
五
日
（
一
九
一

四
年
）
僻
城
し
て
政
權
逓
カ
ル
パ
ハ
ー
ル
胃
冒
目
ｍ
ｅ
。
韓
５
号
＆
畠
に
護
り
、
澗
船
に
投
乘
し
て
政
洲
へ
亡
命
し
た
。
ウ
ェ
ル
タ
は
そ

の
後
凡
そ
二
簡
年
に
し
て
政
洲
よ
り
米
國
に
來
た
が
、
米
剛
の
中
立
法
を
犯
し
て
、
テ
ク
サ
ス
に
於
て
カ
ル
ラ
ン
サ
の
政
椎
に
對
す
る
軍

時
的
活
動
と
煽
動
せ
ん
と
し
て
米
國
政
府
に
逮
捕
せ
ら
れ
、
そ
の
後
病
氣
を
以
て
餘
命
幾
許
も
な
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
輝
放

さ
れ
た
が
間
も
左
く
同
年
死
亡
し
た
。
（
員
。
ｇ
●
輿
吾
営
》
層
．
隠
煽
頃
．
胃
ざ
ゅ
胃
乳
号
三
．
三
》
・
た
．
寵
思
“
国
舅
曼
言
．
胃
筈
冨
．
一
易
三
・

前
述
の
如
く
、
ビ
ク
ト
リ
ァ
ー
ノ
・
ウ
ェ
ル
タ
は
、
一
九
一
四
年
七
月
十
五
日
大
統
領
を
癖
し
、
政
權
は
↑
カ
ル
パ
ハ
ー
ル
の
手
に
渡
さ
れ

た
が
、
カ
ル
バ
ハ
ー
ル
の
支
配
も
、
米
國
図
務
長
官
プ
ラ
イ
ア
ン
の
弧
制
的
勧
告
に
依
っ
て
政
権
を
べ
ヌ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
カ
ル
ラ
ン
サ

に
譲
っ
て
漁
定
の
如
く
維
り
を
告
げ
、
カ
ル
ラ
ン
サ
軍
を
指
揮
す
る
ア
ル
パ
ー
ロ
・
オ
プ
ヒ
コ
ン
將
軍
は
ウ
ェ
ル
タ
の
逃
亡
後
一
簡
月
も

ｚ
⑦
旨
．
自
侭
〕
、
、
唇
●
①
⑦
〕
〕
５
月
二
〕
富
》
・
己
亨
届
や
屋
三
．
諜
三
旨
身
萬
ヨ
）
『
）
ご
夢

●

●

三

I

’ 「

、

I
’
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〃

ｌ
Ｉ
ｔ
ｌ

■
Ｐ
ｂ
口

〆

縄
過
せ
ざ
る
内
に
、
満
都
メ
キ
シ
コ
市
に
入
っ
た
。
然
る
に
繰
來
カ
ル
ラ
ン
サ
と
共
に
ウ
｜
応
夜
軍
に
對
抗
し
て
憲
法
擁
護
運
動
に
議
し
て

登

來
た
ピ
小
ャ
及
び
サ
パ
ー
タ
の
雨
將
軍
は
共
に
一
は
北
方
に
於
て
他
は
南
方
に
於
て
カ
ル
ラ
ン
サ
に
對
し
て
叛
旗
を
雛
し
た
。
そ
の
他
ア

ン
ヘ
レ
ス
庵
昌
ぞ
①
旨
揖
①
ざ
、
ブ
ラ
ン
コ
国
浄
冒
８
及
び
一
、
イ
ト
レ
ー
ナ
旨
置
き
筍
⑦
畠
等
も
カ
ル
ラ
ン
サ
に
矛
を
向
く
る
に
至
っ
た
。

、
カ
ル
ラ
ン
サ
は
自
ら
大
統
領
に
指
名
さ
れ
ん
が
た
め
に
メ
キ
シ
コ
市
に
會
議
を
附
く
べ
く
各
將
を
招
請
し
た
が
、
反
對
派
は
ピ
リ
ャ
の

支
配
地
域
内
に
あ
る
ア
グ
ナ
ス
．
・
カ
リ
ェ
ン
テ
ス
に
會
議
の
場
肋
を
鍵
更
す
る
や
う
に
旨
く
取
り
計
ら
っ
た
。
そ
こ
で
は
常
然
反
カ
ル
ラ

ン
．
サ
派
が
優
勢
を
示
し
た
。
と
の
會
議
で
は
政
椛
は
臨
時
委
員
會
に
委
任
す
べ
し
と
の
提
議
が
出
た
が
、
カ
ル
ラ
ン
サ
は
自
分
が
大
統
恢

た
る
べ
き
主
張
を
譲
ら
な
か
っ
た
。
か
く
て
雨
者
の
間
に
両
突
を
來
し
た
。
‐
ピ
リ
ャ
及
び
サ
パ
ー
タ
派
の
分
遺
隊
は
首
都
メ
キ
シ
コ
市
を

笹
、
、
勺

占
髄
し
、
・
グ
テ
ィ
ェ
レ
ス
国
昌
胃
ざ
の
二
胃
〕
．
ｇ
瞳
を
以
て
彼
等
の
臨
時
大
統
伽
に
据
へ
た
。
鼓
に
於
て
カ
ル
ラ
ン
サ
は
巳
む
な
く
蕊
へ
ラ
。

ク
ル
ス
に
退
却
し
て
此
鹿
を
彼
が
勢
力
を
盛
り
返
す
ま
で
の
許
都
と
し
た
。
そ
の
後
背
都
丞
キ
シ
コ
市
は
カ
ル
ラ
ン
サ
軍
と
叛
軍
と
の
間

に
幾
度
も
占
領
奪
還
が
縦
け
ら
れ
た
が
、
一
九
一
五
年
七
月
十
日
に
至
っ
て
途
に
カ
ル
ラ
ン
サ
は
此
庭
に
蹄
逸
す
る
こ
と
が
朏
來
た
。

メ
キ
シ
コ
の
壯
態
は
か
く
の
如
く
し
て
そ
の
混
飢
は
何
時
鋲
ま
名
く
し
と
も
見
え
ず
、
米
國
人
を
初
め
外
岡
人
の
批
害
を
談
る
こ
と
も

茜
だ
し
か
つ
た
が
、
・
ヒ
リ
ャ
が
一
九
一
五
年
四
月
セ
ラ
ィ
ア
及
び
レ
オ
ン
の
附
近
に
於
て
、
カ
ル
ラ
ン
サ
の
部
將
オ
プ
レ
《
ゴ
ン
將
軍
の
た

め
に
、
決
定
的
敗
北
莚
蒙
る
や
、
米
剛
大
統
恢
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
メ
キ
シ
コ
の
各
首
価
に
對
し
て
、
彼
等
が
自
國
を
疲
弊
附
鯉
よ
り
救
は
ん

が
た
め
に
協
同
せ
ん
こ
と
を
勧
告
し
た
。
彼
は
ま
た
「
米
國
は
自
国
の
た
め
に
メ
キ
シ
コ
の
国
内
事
件
を
解
決
せ
ん
と
は
希
望
せ
す
、
ま

た
さ
う
す
る
椛
利
も
主
張
し
な
い
‐
。
が
然
し
米
國
は
無
關
心
に
こ
れ
を
傍
槻
す
る
こ
と
は
州
來
な
い
の
で
あ
る
。
鵜
し
メ
キ
シ
コ
の
首
領

己

達
が
そ
の
争
逓
止
め
ざ
る
に
於
て
は
、
米
國
は
止
む
な
く
メ
キ
シ
コ
を
し
て
そ
れ
自
身
及
び
そ
の
人
民
を
救
濟
せ
し
め
ん
が
た
め
に
こ
れ

○

最
近
世
の
米
墨
開
係
言
二
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Ⅲ
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舷
近
枇
の
米
墨
關
係
二
三

を
援
助
す
る
手
段
を
用
ひ
ざ
る
と
得
き
る
べ
し
」
と
蝶
明
し
た
。
。

ｂ

然
し
な
が
ら
メ
キ
シ
コ
國
の
欣
態
は
依
然
と
し
て
改
善
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
数
に
於
て
米
國
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
六
簡
國
、
即
ち
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ヂ
ル
、
チ
リ
ｋ
蔀
リ
ヴ
ィ
ア
、
が
テ
マ
ラ
及
び
ウ
ル
グ
ア
イ
諸
幽
の
代
表
と
商
議
し
て
解
決
方
法
牡
發
兇
せ
ん
と
し

た
。
同
年
八
月
十
一
日
米
國
及
び
上
記
の
諸
幽
の
代
表
が
幹
名
し
た
る
共
同
通
牒
は
カ
ル
ラ
ン
サ
及
び
ピ
リ
ャ
に
發
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は

彼
等
に
臨
時
政
府
の
樹
立
と
網
避
緊
の
施
行
を
紬
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ピ
リ
ャ
は
直
ち
に
そ
れ
を
受
諾
し
た
が
、
カ
ル
ラ
ン
サ
は
外

■

國
の
内
政
問
越
に
對
す
る
干
渉
な
り
と
し
て
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
‐
然
し
カ
ル
ラ
ン
サ
派
は
メ
キ
シ
コ
領
土
の
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
支
配

し
て
居
り
、
而
も
力
ん
ラ
ン
サ
政
府
は
在
鵠
外
閏
人
の
生
命
財
産
逓
箪
重
し
革
命
に
よ
り
て
譲
ら
せ
ら
れ
た
る
投
害
問
題
も
解
決
す
べ
き

審
言
逓
與
へ
た
◎
九
月
に
は
上
記
の
唖
米
利
加
諸
国
は
爾
後
三
週
間
を
経
て
そ
の
間
竣
も
完
全
に
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
の
川
來
た
難
派

に
承
認
を
典
へ
る
こ
と
に
一
致
し
た
が
、
同
じ
く
一
九
一
五
年
十
月
十
九
日
に
至
っ
て
こ
れ
ら
の
諸
國
は
カ
ル
ラ
ン
サ
を
以
て
メ
キ
シ
コ

の
事
変
上
の
大
統
恢
と
し
て
承
認
を
典
へ
た
の
で
あ
る
。
（
富
っ
っ
員
号
甚
》
、
弓
し
蹟
‐
瞳
『
・
騨
晏
一
づ
尉
胃
苦
言
》
戸
）
．
一
〕
旨
．
胃
月
胃
望
一

〕
ず
骨
今
》
己
で
。
串
哩
Ｐ
串
一
）
い
、
言
諄
雷
同
箕
二
〕
』
今
》
己
己
。
胃
』
一
）
ｌ
昌
晨
可
）

、
こ
れ
は
明
か
に
カ
ル
｜
フ
ン
サ
の
勝
利
で
あ
る
。
ピ
リ
ャ
は
大
い
に
慨
激
し
て
米
国
に
對
す
る
報
復
症
誓
っ
た
。
一
九
一
六
年
一
月
十
日
、

カ
ル
ラ
ン
サ
政
府
か
ら
交
附
さ
れ
た
放
券
と
所
持
す
る
米
國
人
は
サ
ン
タ
ゞ
・
イ
サ
ベ
ル
に
於
て
ビ
リ
ャ
の
部
下
に
よ
っ
て
汽
車
よ
り
引
下
さ

れ
て
銃
殺
さ
れ
た
。
次
い
で
三
月
九
日
ピ
リ
ャ
は
米
國
内
の
ニ
ュ
ー
・
〆
キ
シ
コ
州
の
小
都
邑
コ
ロ
ン
ブ
ス
を
襲
撃
し
て
十
七
名
の
米
國
兵

及
び
市
民
淀
殺
害
し
、
そ
の
他
数
名
を
傷
害
し
た
。
鼓
に
於
て
米
國
政
府
は
パ
ー
シ
ン
グ
將
軍
に
命
じ
て
國
境
逓
越
へ
て
ピ
リ
ヤ
を
追
撃
し

と
れ
を
逮
捕
せ
し
め
ん
と
し
た
。
然
る
に
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
メ
キ
シ
コ
の
主
権
を
保
護
す
る
た
め
に
米
國
軍
が
メ
キ
シ
コ
の
鐡
道
を
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､

利
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
米
國
は
適
欝
な
輪
途
機
關
そ
の
他
の
必
要
準
備
が
な
く
機
逓
逸
し
て
仕
舞
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
六
年
三
月
十
五
日
。
ハ
ー
シ
ン
グ
の
率
ゆ
る
六
千
の
米
閏
軍
は
國
境
を
横
切
っ
て
メ
キ
シ
コ
内
に
侵
入
し
た
。
メ
キ
シ
コ
は
こ
れ

を
以
て
主
権
の
侵
害
な
り
と
し
て
砿
慨
し
た
。
カ
ル
ラ
ン
サ
は
脈
や
厩
や
乍
ら
も
米
國
の
出
兵
に
制
限
的
同
意
を
輿
へ
て
ゐ
た
が
、
間
も
な

く
こ
れ
に
反
對
し
始
め
た
。
カ
ル
ラ
ン
サ
の
部
將
ト
レ
ピ
ー
ノ
旨
。
旨
ざ
胃
⑦
ぐ
旨
ｅ
は
六
月
若
し
パ
ー
シ
ン
グ
が
こ
の
上
其
の
軍
隊
を
南

〃
方
へ
か
東
方
へ
か
或
は
ま
た
西
方
へ
移
動
せ
し
む
れ
ば
彼
等
は
こ
れ
を
攻
避
す
べ
き
旨
淀
雛
明
し
、
大
統
恢
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
さ
す
が
に
こ

れ
以
上
伐
慢
す
る
能
は
ず
直
ち
に
民
兵
十
五
万
を
武
装
せ
し
め
て
國
境
へ
逢
っ
た
。
國
務
長
官
ラ
ン
シ
ン
グ
は
同
年
六
月
二
十
日
米
國
乖

除
は
メ
キ
シ
コ
當
局
が
無
力
な
る
た
め
止
む
な
く
そ
の
義
務
を
果
す
爲
に
メ
キ
シ
コ
に
礎
留
し
て
ゐ
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
以
て
メ
キ
シ

・
．
政
府
が
爲
し
た
る
五
月
二
十
二
日
の
抗
議
に
對
す
る
回
答
と
し
た
。
か
く
て
メ
キ
シ
コ
政
府
の
要
求
し
た
る
米
國
軍
除
の
即
時
撤
退
は

・
受
諾
さ
れ
な
か
っ
た
。
然
る
に
と
の
涌
牒
の
發
違
ら
れ
た
る
翌
日
、
即
ち
六
月
一
千
一
日
カ
ル
リ
サ
ー
ル
に
於
て
米
國
軍
隊
が
攻
蝦
さ
れ
、

米
國
側
に
は
死
考
約
二
十
名
を
旧
し
十
七
名
捕
勝
に
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
雨
剛
の
關
係
は
緊
張
し
た
。
米
國
政
府
は
自
國
民
の
メ
キ

シ
コ
引
揚
け
を
命
じ
、
米
剛
露
隊
は
剛
境
に
錐
中
せ
ら
れ
、
戦
争
は
愈
左
避
け
得
ら
れ
ぬ
如
く
見
え
た
。

米
國
政
府
は
捕
鵬
の
即
時
樺
放
と
墨
國
政
府
の
目
的
の
雛
明
書
を
要
求
し
た
。
カ
ル
ラ
ン
サ
は
自
己
の
地
位
に
愈
友
危
瞼
の
迫
れ
ろ
を

感
じ
て
捕
勝
を
直
ち
に
輝
放
せ
し
め
た
何
裁
に
於
て
簸
後
の
危
機
は
避
け
ら
れ
た
が
、
尚
解
決
の
た
め
の
努
力
は
綾
け
ら
れ
た
。
カ
ル
ラ
ン

サ
政
府
は
ス
・
へ
イ
ン
及
び
雑
典
亜
米
利
加
諸
國
の
調
停
に
は
階
す
る
用
意
あ
る
こ
と
を
提
議
し
た
。
そ
れ
で
米
國
は
事
件
解
決
の
た
め
雨

ノ
ｂ國

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
三
名
の
委
員
荘
以
て
す
る
共
同
委
員
會
逓
提
議
し
、
靴
キ
シ
コ
側
は
こ
れ
を
受
識
し
た
。
委
員
會
は
九
月
六
日
一
一
１
１
。

ロ
ン
ド
ン
に
於
て
開
會
し
た
。
そ
の
後
幾
度
も
休
會
し
て
、
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
こ
れ
は
綾
い
て
遂
に
議
定
書
が
洲
印
さ
れ
、
四
十
日

妓
近
世
の
米
墨
關
係
一
三
二
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抑
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四
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岨
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凪
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Ⅲ
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没
近
枇
の
米
縦
鮒
係
一
二
四

イ

間
に
称
ぴ
米
閏
内
に
侵
入
す
る
こ
と
か
な
け
れ
ば
同
期
川
内
に
パ
ー
シ
ン
グ
僻
軍
の
率
ゆ
る
米
國
車
は
撤
退
す
べ
き
こ
と
及
び
米
國
は
自

國
伽
士
内
に
侵
入
し
た
る
脈
徒
症
逮
捕
す
る
た
め
に
琉
隊
を
メ
キ
シ
コ
細
土
内
に
派
通
し
得
る
椛
利
を
保
留
す
る
と
と
逓
規
定
し
た
。
而

し
て
扱
害
鵬
傭
の
要
求
及
び
經
濟
的
發
展
の
計
喪
に
就
て
は
僻
來
新
た
に
交
渉
を
開
く
こ
と
、
し
た
。

、
カ
ル
ラ
ン
サ
政
府
は
こ
の
議
定
杵
の
批
准
を
拒
ん
だ
Ｊ
然
し
米
國
は
川
國
側
の
委
員
の
勧
告
に
従
っ
て
そ
の
軍
隊
の
撤
退
を
命
じ
、
一

九
一
七
年
一
月
五
日
に
至
っ
て
全
く
メ
キ
シ
コ
よ
り
引
揚
げ
た
。
一
九
一
七
年
一
月
二
日
に
は
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
国
①
昌
雷
圃
冒
９
号
①
園
は
駐

認
米
國
大
使
に
任
命
せ
ら
れ
て
鐘
に
刑
國
の
外
交
關
係
は
復
活
し
た
。
ピ
リ
ャ
は
途
に
逮
捕
せ
ら
れ
ず
に
経
っ
た
。
カ
ル
ラ
ン
サ
は
米
國
を

充
分
い
ぢ
め
抜
い
て
一
府
そ
の
勢
威
を
加
へ
た
。
然
し
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
岱
時
欧
洲
に
於
て
は
例
の
大
戦
に
よ
り
墨
國
に
於
け
る
以
上
に
米

國
軍
隊
及
び
そ
の
費
金
を
必
要
と
し
て
ゐ
る
時
に
街
っ
て
米
畿
國
の
戦
争
を
防
止
し
得
た
こ
と
に
つ
い
て
は
滿
足
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

Ｄ
（
弓
闇
』
①
ゆ
ず
冨
鴬
］
宮
今
）
弓
ご
Ｉ
串
一
道
‐
串
一
｝
串
．
』
靴
閂
Ｐ
‐
》
く
色
竜
味
賃
号
一
会
〕
ご
亨
函
》
苧
②
寧
串
．
宮
門
ｅ
①
増
⑦
一
再
ご
』
角
》
ご
亨
・
い
い
『
由
卑
寧
嘩
奇
員
襖
尾
苛
》
』
ご
』
今
ご
マ
］
一
ｍ
山
昌
》
）

か
か
る
間
に
カ
ル
ラ
ン
サ
大
統
伽
は
信
川
の
恢
復
、
産
業
界
不
振
の
救
濟
、
國
内
反
對
派
の
嘩
服
等
の
對
内
政
策
を
涯
行
せ
ん
と
努
力
し

つ
上
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
に
先
ん
じ
た
メ
キ
シ
コ
の
各
政
府
は
豆
額
の
紙
幣
を
濫
發
し
て
ゐ
た
た
め
メ
キ
シ
コ
國
の
財
政
状
態
は
非
常
に

困
難
な
問
題
と
な
っ
て
ゐ
た
。
紙
幣
問
題
は
そ
れ
に
伴
っ
て
多
く
の
弊
害
を
も
た
ら
し
た
が
た
め
、
遂
に
一
九
一
六
年
十
月
カ
ル
ラ
ン
サ

政
府
は
賃
金
給
料
は
す
べ
て
金
貨
或
は
銀
貨
然
ら
す
ん
ぱ
金
堂
本
位
に
準
線
し
た
紙
幣
を
以
て
支
挑
ふ
く
し
と
布
告
す
べ
き
命
令
を
決
定

／

卓

し
た
。
か
く
の
如
き
方
法
に
依
っ
て
そ
の
通
貨
政
策
は
良
好
な
成
絞
を
塞
げ
、
一
ヶ
月
を
経
過
せ
ざ
る
に
、
政
府
は
紙
幣
支
沸
の
停
止
令

を
發
布
し
、
凡
ゆ
る
金
融
關
係
を
金
旋
本
位
に
確
立
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
カ
ル
ラ
ン
サ
大
統
髄
の
施
政
中
で
鮫
も
重

要
な
る
事
件
は
一
九
一
七
年
の
憲
法
の
採
用
發
布
で
あ
っ
た
。
（
藍
冒
具
ご
己
》
弓
．
旨
や
届
ｅ
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｜
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た
。
と
の
恋
法
の
注
目
す
べ
き
点
は
教
會
、
土
地
及
び
天
然
資
源
の
所
有
樅
、
勢
働
保
誰
及
び
就
會
の
禰
利
等
の
諸
問
題
に
開
す
る
細
密

に
し
て
而
も
急
激
な
條
項
規
定
で
あ
っ
た
。
就
中
外
剛
投
登
の
立
場
か
ら
見
て
最
も
重
要
な
る
條
項
は
土
地
及
び
地
下
の
天
然
妾
源
の
所

有
椛
に
開
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
。

同
憲
法
第
二
十
七
條
は
土
地
及
び
水
の
所
有
樅
は
本
來
國
家
に
蹄
厩
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
國
家
は
そ
の
所
有
椎
を
個
人
に
移
譲
す
る

權
利
を
有
す
る
と
規
定
し
、
尚
又
、
同
條
は
土
地
、
水
、
及
び
そ
れ
ら
の
附
脇
物
に
於
け
る
所
有
椎
を
取
得
し
、
或
は
メ
キ
シ
コ
共
和
國

に
於
け
る
錐
山
、
水
、
或
は
錨
物
燃
料
を
開
發
す
る
椛
利
を
雄
得
す
べ
き
椛
利
を
有
す
る
も
の
は
、
唯
出
生
及
び
歸
化
に
よ
る
メ
キ
シ
コ

人
及
び
〆
・
キ
シ
コ
人
會
砒
に
限
る
と
規
定
し
、
次
に
ま
た
、
国
家
（
〆
キ
シ
コ
）
は
恥
若
し
外
國
人
が
、
．
外
務
省
に
、
財
産
に
關
し
て
は

メ
キ
シ
コ
人
と
看
倣
さ
れ
る
こ
と
、
從
っ
て
ま
た
逹
反
し
た
場
合
に
は
、
斯
く
し
て
得
た
る
財
産
を
國
家
に
淡
收
す
べ
き
刑
罰
に
附
せ
ら

れ
ん
と
す
る
時
、
同
一
財
産
に
開
し
て
白
國
政
府
の
保
護
を
求
め
ざ
る
べ
き
こ
と
を
契
約
す
る
に
於
て
は
（
國
家
は
）
同
一
の
権
利
左
外

國
人
に
對
し
て
も
典
ふ
る
こ
と
が
出
來
る
と
規
定
し
、
次
に
ま
た
、
國
境
よ
り
百
粁
及
び
海
岸
よ
り
五
十
粁
の
地
帯
内
に
於
て
は
外
國
人

は
如
何
な
る
條
件
の
下
に
も
土
地
及
び
水
の
直
接
所
有
樵
を
取
得
す
る
能
は
ず
と
し
た
。
然
る
に
こ
の
條
項
の
規
定
は
、
特
に
石
油
を
産

出
す
る
所
有
地
と
い
ふ
も
の
土
殆
ん
ど
す
べ
て
が
五
十
粁
の
地
帯
内
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
殆
ん
ど
外
國
人

が
メ
キ
シ
コ
の
石
油
資
源
を
開
發
す
る
こ
と
左
全
く
禁
止
す
る
も
の
な
る
こ
と
が
加
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
も
同
條
に
は
國
家
は
何
時
た

。
・

り
と
も
唾
共
の
利
益
の
た
め
必
要
な
り
と
老
へ
る
場
合
に
は
個
人
の
財
産
に
對
し
て
制
限
を
加
へ
る
権
利
及
び
天
然
登
源
の
開
發
利
用
を

制
限
（
調
蕊
）
す
る
權
利
を
有
す
る
と
規
定
し
て
あ
る
。
命
冒
夢
鳥
旨
舎
室
）
．
愚
三
思
．
圃
呂
昌
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彊
厚
⑦
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号
言
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宮
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．
畠
十

］
唖
評
弓
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画
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罰
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い
キ
ー
挙
司
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土
地
の
所
有
椎
が
國
家
に
あ
り
と
す
る
こ
の
原
則
を
銀
、
釦
、
金
及
び
石
油
に
適
用
す
る
と
い
ふ
と
と
は
メ
キ
、
シ
ゴ
に
於
け
る
外
人
投
資

家
を
驚
拷
せ
し
め
た
。
抽
象
的
に
は
メ
キ
シ
コ
國
民
は
主
椛
を
有
す
る
が
、
笈
際
上
は
〆
寺
ン
．
の
変
質
上
の
査
源
と
い
ふ
も
の
は
、
外

國
餐
本
家
特
に
米
國
人
が
所
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
カ
ル
ー
フ
ン
サ
政
府
が
こ
の
憲
法
第
二
十
七
條
の
通
過
を
企
て
る
や
、
米
國

國
務
長
官
ラ
ン
シ
、
》
グ
は
、
常
時
こ
の
憲
法
制
定
會
議
地
た
る
ケ
レ
タ
ロ
に
あ
っ
た
米
國
利
雲
關
係
代
表
た
る
パ
ー
カ
ー
に
通
告
し
て
抗

議
し
た
。
ラ
ン
シ
ン
グ
は
こ
の
通
牒
で
該
條
項
は
事
変
上
淡
收
的
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
指
通
し
、
そ
の
修
正
を
糊
告
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
通
告
の
外
に
米
國
は
、
第
一
に
こ
の
慰
法
制
定
會
議
の
第
二
十
七
條
通
過
に
對
し
、
第
二
に
は
カ
ル
ラ
ン
サ
政
府
の
諸
條
孤
の
迩
施

に
對
し
て
連
続
的
に
反
對
を
通
告
し
た
。
か
く
て
こ
の
條
項
は
カ
ル
ラ
ン
サ
政
府
今
後
の
外
交
上
の
争
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
八
年
二
月
十
九
日
カ
ル
ラ
ン
サ
政
府
は
第
二
十
七
條
の
下
に
石
油
税
附
加
税
賦
課
法
を
發
布
し
た
℃
米
國
政
府
及
び
同
国
石
油

業
者
は
そ
れ
に
對
し
て
岡
月
二
日
付
で
そ
の
法
令
を
以
て
合
法
的
に
猫
得
し
た
る
米
國
人
の
財
朧
椛
の
逹
反
、
若
し
く
は
侭
筈
な
り
と
し

て
抗
議
し
た
が
そ
れ
は
躯
國
政
府
の
意
岡
に
は
殆
ん
ど
何
等
の
効
果
哨
乃
腰
さ
友
か
つ
た
。
一
九
一
八
年
八
月
十
二
円
団
誌
長
官
は
該
法

令
が
米
國
人
の
椛
利
財
産
に
影
謬
を
及
ぼ
す
べ
き
そ
の
規
定
Ｒ
的
並
び
に
結
果
溌
米
風
政
府
が
調
査
し
考
胆
す
る
た
め
、
そ
の
疵
施
を
延

期
せ
ん
こ
と
を
カ
ル
ラ
ン
サ
政
府
に
求
め
た
が
、
カ
ル
ラ
ン
サ
は
そ
の
施
行
は
こ
れ
以
上
延
期
を
許
さ
す
と
回
答
し
へ
な
ほ
諸
法
令
は
盤
図

政
府
の
財
政
上
の
立
法
の
一
部
で
あ
る
が
故
に
斯
く
の
如
き
も
の
は
外
交
上
の
合
法
的
問
題
に
非
す
と
い
ふ
と
と
に
就
き
米
國
國
務
省
の

注
意
を
促
し
た
ｏ
同
月
十
七
日
メ
キ
シ
コ
の
外
机
代
理
は
、
獅
立
國
家
（
、
。
ぐ
⑦
昌
噌
“
冨
冨
．
⑦
ｍ
冨
含
限
ｅ
胃
昌
員
》
）
は
い
づ
れ
も
自
國
の

財
政
政
策
を
決
定
す
る
椛
利
を
有
す
る
こ
と
、
及
び
こ
の
財
政
政
策
に
し
て
或
る
特
殊
的
図
家
の
人
民
に
差
別
を
設
く
る
も
の
に
非
ざ
る

限
り
、
そ
れ
は
外
交
上
の
問
題
と
は
な
ら
す
と
指
摘
し
た
。
尚
又
何
図
の
国
民
と
雄
ど
も
毛
の
投
賛
し
た
國
家
の
法
律
を
迩
守
す
べ
き
と

最
近
枇
の
米
銀
開
係
．
．
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波
近
世
の
米
鍜
關
係
◆

と
を
予
期
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
於
け
る
メ
キ
シ
コ
政
府
の
判
断
條
件
と
い
ふ
も
の
は
國

し
て
唯
弧
大
な
る
政
府
が
弱
國
と
の
關
係
に
於
て
歴
皇
心
れ
た
と
こ
ろ
の
國
家
の
平
等
と
い
ふ
こ
と

而
も
米
國
の
通
牒
抗
議
は
石
油
税
、
或
は
石
油
そ
の
物
遂
中
心
と
し
て
ゐ
た
の
に
反
し
て
、
メ
キ
シ
コ
側
は
こ
の
遥
法
の
規
定
に
準
擁
し

て
課
税
す
る
權
利
な
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
こ
峰
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
憲
法
及
び
そ
れ
に
附
随
し
て
發
せ
ら
れ
た
る
諸
法
令

に
反
對
し
て
メ
キ
シ
コ
政
府
と
争
っ
た
の
は
雌
に
米
国
政
府
に
と
ど
ま
ら
ず
し
て
、
同
國
石
油
業
看
も
直
接
こ
れ
に
與
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
、

、

石
油
業
者
ド
ヘ
ニ
の
誰
言
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
、
即
ち
彼
等
米
人
石
油
業
會
耐
は
墨
國
の
法
令
に
從
ふ
こ
と
を
拒
絶
し
た
の
み
な
ら
ず
、

躯
國
政
府
の
顛
覆
を
囲
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
そ
の
攻
蝦
隆
一
ろ
の
方
面
か
ら
な
さ
れ
た
。
即
ぢ
第
一
は
、
墨
國
の
油
田
地
方
に
ｊ

於
け
る
反
革
命
に
對
ず
る
査
余
の
調
逹
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
〃
ｏ
ト
リ
ピ
ュ
ー
ン
か
ら
急
で
シ
、
．
時
局
の
眞
相
調
査
の
た
め
汲
遥
さ
れ

。
↑

た
る
ベ
ブ
カ
ー
に
依
れ
ば
米
國
人
の
油
田
地
方
に
は
所
謂
油
田
の
王
と
し
て
米
国
石
油
生
産
蒋
逹
に
雁
は
れ
て
ゐ
る
。
ヘ
ラ
ー
ェ
ス
胃
‐

冒
層
左
ろ
者
あ
り
て
、
メ
キ
シ
コ
政
府
に
對
し
て
反
抗
し
て
ゐ
た
。
。
ヘ
ラ
ー
エ
ス
は
一
九
一
七
年
の
憲
法
の
發
布
頃
こ
れ
に
反
對
し
て
編

成
し
た
と
思
は
れ
る
若
干
の
軍
隊
を
以
て
凡
そ
二
ヶ
年
間
メ
ュ
丁
ン
．
の
大
部
分
を
所
有
し
て
ゐ
た
。
而
し
て
米
人
石
油
業
春
は
彼
が
彼
等
↑

に
好
意
を
有
す
る
が
故
に
彼
（
・
ヘ
ラ
ー
エ
ろ
を
し
て
カ
ル
ラ
ン
サ
に
代
ら
し
め
て
躯
國
大
統
領
た
ら
し
め
ん
と
欲
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
一
九
年
九
月
十
一
日
米
國
上
院
で
ド
ヘ
ニ
が
爲
．
し
た
證
言
は
彼
等
石
油
業
考
が
毎
年
数
千
万
弗
琵
ざ
の
。
ヘ
ラ
ー
ェ
ス
の
私
有
軍
隊
維

持
の
た
め
に
支
挑
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
石
油
業
者
の
メ
キ
シ
コ
政
府
に
對
す
る
第
二
の
反
耀
方
法
は
、
米
國
内
に
於
け
る
メ
キ
シ
ゴ
政
府

攻
盤
非
難
の
輿
論
喚
起
で
あ
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
の
著
名
な
る
銀
行
家
に
し
て
同
地
の
聯
合
慈
惠
院
長
た
る
モ
ノ
ア
ス
の
言
に
依
れ
ば
、
彼

斯
の
如
く
し
て
米
國
國
務
省
は
率
直
に
メ
キ
シ
コ
に
於
け
る
同
國
石
汕
業
考
、
庇
く
は
自
國
投
資
家
を
擁
護
し
つ
上
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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際
法
上
別
に
新
し
き
事
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に
は
非
ず

を
適
用
せ
る
に
過
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ず
と
述
べ
た
。
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一

抑
潅
メ
キ
シ
コ
の
憲
法
は
、
大
統
彼
の
任
期
を
四
ヶ
年
と
し
、
而
も
そ
の
再
選
を
許
さ
ぬ
こ
と
ｌ
な
っ
て
ゐ
る
。
（
憲
法
第
八
十
三
條
に

規
定
せ
り
）
。
従
っ
て
カ
ル
ラ
ン
サ
大
統
恢
は
彼
の
綱
価
を
經
縦
遂
行
し
行
く
べ
き
人
を
常
選
せ
し
め
ん
と
希
紫
し
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に

次
期
大
統
彼
の
鼓
も
有
力
な
る
候
補
巻
た
る
ア
ル
パ
ロ
・
オ
プ
レ
。
コ
ン
畠
ぐ
胃
。
ｇ
再
侭
っ
目
將
軍
及
び
に
・
ハ
プ
ロ
、
↓
コ
ン
サ
ー
レ
ス
胃
‐

匡
①
の
ｅ
〕
愚
巴
①
誤
將
露
は
こ
の
種
の
人
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
カ
ル
ラ
ン
サ
は
駐
米
大
使
イ
グ
ナ
シ
オ
●
承
’
一
リ
ャ
ス
に
白
綱
の
矢
を
立
て

た
。
然
し
こ
の
事
は
カ
ル
ラ
ン
サ
に
と
っ
て
は
致
命
的
な
錨
談
で
あ
っ
た
。
差
し
一
九
一
四
年
七
月
カ
ル
ラ
ン
サ
が
ウ
エ
ル
タ
服
逐
に
成
功

ａ

し
て
政
雄
を
收
め
て
間
も
な
く
同
じ
く
憲
政
派
た
る
》
上
”
ャ
及
び
サ
パ
ー
賞
將
軍
等
が
矛
を
逆
に
し
て
カ
ル
ラ
ン
サ
を
し
て
ベ
ラ
・
ク
ル
ス

最
近
世
の
米
墨
闘
係
一
二
九

等
石
油
會
献
は
燕
蝦
米
國
人
の
稚
利
促
譲
圃
民
協
含
（
畠
＠
尾
浄
冒
〕
一
角
陦
冒
自
営
冒
亀
弓
匡
昂
］
》
皀
冨
ｃ
冒
旨
島
皆
冒
昌
ｇ
自
国
鳴
訂

言
寓
。
〆
一
・
。
）
を
組
織
し
、
ニ
ュ
－
ヨ
ー
ク
そ
の
他
敬
簡
所
に
新
川
部
つ
〕
鼠
器
冨
再
ｇ
二
）
を
該
け
て
と
の
メ
キ
・
シ
コ
政
府
に
對
す
る

攻
躍
を
煽
ら
ん
と
努
め
た
の
で
あ
っ
た
、
而
し
て
こ
の
新
叩
部
長
は
、
驚
く
勿
れ
二
万
弗
の
俸
給
を
黄
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
次
に
轆
等

の
轆
三
の
方
法
と
し
て
、
常
時
，
ハ
リ
ー
で
附
か
れ
て
ゐ
た
誰
和
含
議
に
對
し
石
油
業
若
の
代
表
を
池
じ
て
洲
國
が
メ
キ
シ
コ
の
、
新
に
創

設
強
ら
れ
ん
と
し
つ
上
あ
っ
た
國
際
聯
盟
加
入
を
拓
絶
す
べ
・
く
正
式
に
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
（
胃
昌
〕
侭
望
犀
。
①
旨
饅
貝
旨
角
．
層
．

］
や
函
ｌ
］
串
つ
一
ｍ
奇
自
画
寓
霊
】
ず
買
声
》
ご
己
．
］
ぬ
。
山
画
『
）

然
る
に
米
國
で
は
、
上
院
で
議
員
フ
ォ
ー
ル
届
畠
］
を
委
員
長
と
す
る
メ
キ
シ
コ
問
題
調
査
の
た
め
の
小
委
員
合
金
号
‐
号
昌
詳
８
）
が
鮒

か
れ
て
ゐ
る
間
に
メ
キ
シ
コ
に
於
て
は
新
に
革
命
が
勃
發
し
て
大
統
領
カ
ル
ラ
ン
サ
は
失
脚
し
途
に
殺
害
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

『
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、

『

せ
し
め
遂
に
カ
ル
ラ
ン
サ
の
椛
力
を
確
立
し
た
の
は
主
と
し
て
オ
プ
レ
ゴ
ン
將
車
に
負
ふ
と
こ
ろ
多
か
っ
た
の
は
我
左
の
既
に
述
べ
た
と
‐

こ
ろ
で
あ
る
。
而
し
て
今
や
こ
の
オ
プ
レ
ー
コ
ン
の
立
候
袖
に
カ
ル
ラ
ン
サ
は
反
對
し
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
ボ
｝
一
リ
ャ
ス
を
自
己
の
後
任
た

ら
．
し
め
ん
と
す
る
カ
ル
ラ
シ
サ
は
オ
ブ
レ
ゴ
一
と
竿
ふ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ル
フ
ン
サ
の
没
落
を
速
め
た
も
の
に
は
、
そ
の
外
交

關
係
特
に
米
国
と
の
關
係
及
び
内
政
上
幾
多
の
魏
件
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
要
す
る
に
彼
自
身
の
個
人
的
の
態
度
が
典
る
所
が
一
府
大

で
あ
っ
た
。
（
胃
目
①
筐
⑦
量
昏
昌
》
ご
己
．
に
￥
串
と
．
醇
巨
夢
昌
ご
旨
》
壱
官
］
母
‐
局
ご

カ
ル
ラ
ン
サ
が
擁
逆
せ
ん
と
欲
す
る
ボ
’
一
リ
ャ
ス
は
、
カ
ル
ラ
ン
サ
の
吸
初
の
宣
言
に
現
は
る
る
、
「
將
來
公
権
を
軍
隊
主
脳
者
の
競
争
の

目
的
物
」
た
ら
し
め
ざ
る
が
た
め
、
ま
た
『
権
力
の
移
譲
は
術
に
平
和
的
に
而
も
民
主
的
方
法
に
よ
っ
て
蛮
行
」
す
べ
き
政
治
上
の
憤
例

を
設
く
る
た
め
に
、
大
統
彼
た
る
に
通
常
な
り
と
し
て
も
彼
ボ
’
一
〃
ヤ
ス
は
永
く
國
外
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
不
利
な
地
位
に
立
・

た
せ
ら
れ
た
。
‐

オ
プ
レ
、
コ
ン
は
今
回
の
選
畢
が
若
し
公
平
に
施
行
せ
ら
れ
ざ
る
に
於
て
は
、
彼
は
革
命
に
著
手
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
た
。
大
統
領

カ
ル
ラ
ン
サ
も
、
こ
の
選
畢
に
對
し
て
政
府
は
何
等
干
渉
せ
ざ
る
ぺ
き
こ
と
を
言
明
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
カ
ル
ラ
ン
サ
の
女
婚

カ
ン
テ
イ
ド
・
ア
グ
’
一
ラ
ル
が
ポ
ニ
リ
ャ
ス
の
味
方
を
爲
す
に
至
る
や
、
政
府
の
干
渉
が
老
應
せ
ら
る
上
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
オ
プ
ー

レ
“
コ
ン
及
び
彼
と
共
に
立
候
梛
中
の
・
コ
ン
サ
ー
レ
ス
雨
將
軍
等
の
唯
一
の
営
選
の
望
は
絶
た
れ
て
残
れ
る
方
法
は
唯
革
命
で
あ
っ
た
。
一

九
二
○
年
四
月
二
十
三
日
オ
プ
レ
・
コ
ン
脇
車
は
他
の
数
名
と
共
に
地
方
ソ
ノ
ー
｜
フ
州
に
叛
飢
を
起
し
た
。
彼
は
所
謂
」
唱
浄
厚
着
富
の
計

謹
を
發
表
し
て
カ
ル
ラ
ン
サ
の
引
退
を
些
求
し
た
。
こ
の
計
謹
は
ま
た
一
九
一
七
年
の
憲
法
は
メ
キ
シ
コ
共
和
国
の
基
礎
法
と
し
て
維
狩

‐
蛾
近
仙
の
米
墨
關
係
二
二
○

に
難
を
避
く
る
の
餘
俵
な
き
に
至
ら
し
め
た
簡
時
よ
り
カ
ル
ラ
韮
界
を
支
援
し
、
ビ
リ
ャ
。
サ
。
ハ
ー
タ
軍
か
ら
首
都
メ
キ
シ
コ
を
奪
還
し
得

１

Ｉ
1

一言
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ぺ
き
こ
と
、
及
び
人
民
轆
に
外
國
人
及
び
椎
等
の
法
律
上
の
権
利
の
行
使
は
す
べ
て
保
謹
す
べ
き
こ
と
を
布
告
し
た
の
で
あ
っ
た
。

、

こ
の
革
命
は
非
常
に
急
速
に
國
内
に
披
が
つ
た
が
、
特
に
ア
ル
パ
ー
ド
、
《
コ
ン
サ
ー
レ
ス
及
び
。
ハ
ラ
ー
エ
ス
諸
將
軍
が
オ
プ
レ
↓
コ
ン
を
支

持
す
る
の
や
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
れ
が
愈
兵
勢
を
得
た
。
ま
た
先
き
に
立
候
袖
し
た
琴
コ
ン
サ
ー
レ
ス
將
軍
は
オ
ブ
レ
、
コ
ン
を
有
利
な
ら

し
め
ん
が
た
め
、
・
候
補
蒜
た
る
と
を
撤
回
し
た
。
斯
く
如
き
の
形
勢
を
以
て
五
月
上
旬
に
至
っ
て
十
統
伽
カ
ラ
ン
サ
は
首
都
よ
り
逃
亡

す
る
餘
儀
な
き
に
至
っ
た
。
オ
ァ
レ
・
コ
ン
は
五
月
八
日
何
等
の
抵
抗
を
も
受
く
る
こ
と
な
し
に
首
都
メ
キ
シ
コ
市
に
入
っ
た
が
、
彼
は
カ

ル
ラ
ン
サ
注
逮
捕
せ
ん
が
た
防
遊
躍
隙
を
派
通
し
た
。
然
し
そ
れ
と
同
時
に
彼
は
カ
ル
ラ
ン
サ
に
そ
の
身
体
の
安
全
を
保
證
し
て
降
服
を

Ｉ

促
し
、
決
し
て
カ
ル
ラ
ン
サ
の
身
に
危
害
を
加
へ
ざ
る
や
弓
に
と
反
復
し
て
命
令
し
た
。
カ
ル
ラ
ン
蛾
は
く
一
恵
ク
ル
ス
に
向
け
退
去
の
途

プ
ェ
プ
ラ
州
に
於
て
五
月
十
八
日
の
夜
健
か
ば
か
り
の
從
者
と
就
繧
中
そ
の
謹
衞
者
と
墨
し
き
者
に
銃
殺
さ
れ
た
。
．
と
の
間
に
メ
キ
・
シ
コ

議
會
は
ア
ド
ル
フ
ォ
。
デ
・
ラ
。
ウ
ェ
ル
タ
』
匡
昌
言
を
冒
国
屋
。
澆
曹
を
臨
時
大
統
頷
に
選
び
、
ウ
ェ
ル
タ
は
カ
ル
ー
フ
ン
サ
の
任
期
残
存
中
即

ち
一
九
二
○
年
十
一
月
末
日
ま
で
政
椛
を
握
っ
た
。
（
目
星
⑦
切
匡
⑦
曽
曽
己
．
層
卜
も
‐
古
］
・
啓
目
箏
具
夢
冨
》
層
皀
鵲
‐
局
ｅ

ウ
ェ
ル
タ
は
国
内
を
平
安
に
す
る
た
め
に
、
七
月
に
施
行
せ
ら
る
べ
き
筈
の
大
統
領
鎚
畢
を
九
月
ま
で
廷
期
し
た
。
蓋
し
、
先
き
に
オ

プ
レ
ー
コ
｜
ン
の
立
場
を
有
利
な
ら
し
め
ん
が
た
め
に
立
候
補
を
断
念
し
た
る
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
勝
単
は
再
び
革
命
に
群
手
し
た
の
で
あ
る
。
然

し
メ
キ
、
シ
コ
も
さ
す
が
に
熾
飢
に
倦
み
疲
れ
て
ゐ
た
の
で
こ
の
叛
乱
も
直
ち
に
鋲
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
ピ
リ
ャ
も
叛
乱
を
起
し
た
が
、
政
府

は
彼
の
部
下
に
は
慶
大
の
土
地
を
典
へ
ビ
リ
ャ
自
身
に
も
慶
大
な
る
地
所
を
興
念
而
も
政
府
の
愛
用
を
以
て
五
十
人
の
從
者
を
抱
へ
て
置

．
〃

く
特
権
を
與
へ
る
こ
と
を
條
件
と
し
て
、
ビ
リ
ャ
は
武
器
を
收
め
る
と
と
の
安
協
が
出
來
た
。
ウ
ー
ル
タ
臨
時
大
統
彼
の
下
に
一
九
二
○

年
五
月
に
は
國
會
議
員
の
溌
畢
が
行
は
れ
、
同
九
月
に
は
大
統
領
の
選
畢
が
施
行
せ
ら
れ
た
。
然
し
既
に
大
概
の
州
知
事
及
び
都
市
常
川

や

最
近
世
の
米
墨
關
係
・
二
二
．１

’
｡

｜
｣
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最
近
枇
の
米
銀
關
係
，
二
一
三

者
は
オ
ゾ
レ
《
コ
ン
派
を
以
て
更
迭
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
選
畢
は
至
極
半
穏
裡
に
施
行
せ
ら
れ
て
、
オ
プ
レ
↑
コ
ン
は
大
統
領
に
厳
選
し
た
。

議
會
は
雨
院
共
に
オ
プ
レ
《
コ
ン
の
率
ゆ
ろ
自
田
遼
政
難
が
支
配
柵
を
握
っ
て
ゐ
た
。
（
喝
風
の
豊
野
一
号
菖
息
）
串
彰
．
鷲
冒
昌
夢
冨
〉
愚
ｅ

ジ

オ
ブ
レ
。
コ
ン
は
一
九
二
○
年
十
二
Ｎ
一
門
就
任
し
た
。
日
本
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ゞ
和
蘭
、
獅
乙
は
彼
の
政
府
を
同
十
二
月
承
認
し
た
。
然
る

に
米
國
に
あ
っ
て
は
大
統
伽
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
任
期
が
間
も
な
く
切
れ
ん
と
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
オ
プ
レ
ゞ
コ
ン
政
府
承
認
間
題
は
後

繼
内
閣
に
談
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
統
仙
オ
プ
レ
。
コ
ン
は
翌
年
（
一
九
一
二
年
）
二
月
七
日
特
別
議
會
を
召
錐
し
た
。
彼
は
そ
こ
で
爲
し

、

た
る
斌
説
の
中
で
近
代
的
銀
行
制
度
淀
設
定
す
べ
き
立
法
、
人
民
の
土
地
回
復
を
奨
勵
す
べ
き
土
地
政
策
の
碓
立
、
並
に
慾
法
第
一
干
七

條
を
国
家
の
石
油
査
源
に
通
川
し
た
こ
と
か
ら
溌
す
る
尚
迦
の
解
決
、
と
い
ふ
如
き
も
の
の
必
要
を
力
説
し
た
の
で
あ
っ
た
。
オ
プ
レ
”
コ
ン

は
忽
ち
に
し
て
、
〆
キ
シ
コ
に
於
け
る
赤
Ｔ
和
と
秩
序
と
を
確
立
し
た
。
彼
の
米
國
投
資
家
逹
に
對
す
る
態
度
は
、
メ
キ
シ
コ
國
家
の
権
利

を
維
持
す
る
こ
と
に
は
断
乎
と
し
て
常
つ
、
た
が
、
正
徴
に
得
ら
れ
た
る
権
利
は
飽
く
ま
で
も
公
平
に
こ
れ
を
尊
重
せ
ん
と
し
た
。
然
し
ウ
ィ

ル
ソ
ン
の
後
に
米
國
大
統
領
と
な
り
た
る
ハ
ー
ー
プ
ィ
ン
グ
は
、
或
る
種
の
溌
術
向
題
が
解
決
す
る
ま
で
は
こ
の
承
認
問
題
の
考
臘
を
拒
絶

し
た
の
で
あ
っ
た
。
・

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
内
閣
の
内
務
潭
官
の
椅
才
と
池
め
ら
る
る
直
前
、
上
院
議
員
フ
ォ
ー
ル
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
ｏ
第
一
、

後
日
正
式
條
約
に
入
れ
込
ま
る
べ
き
協
定
即
ち
墨
図
に
於
て
米
人
及
び
米
人
財
産
が
葬
り
た
る
損
害
を
確
か
め
、
懸
案
中
の
魂
界
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
委
員
を
任
命
す
べ
き
保
證
を
な
し
た
る
文
普
に
調
印
す
る
こ
と
。
第
二
、
憲
法
第
一
千
七
條
及
び
こ
の
條
項
の
下
に
發

せ
ら
れ
た
る
諸
法
律
は
合
法
的
に
得
ら
れ
・
た
る
米
国
人
の
財
産
椎
を
零
ふ
た
め
に
賛
施
さ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
。
第
三
、
勝
來
メ
キ
シ
コ

ク

に
於
け
る
米
國
人
及
び
そ
の
財
産
權
を
保
談
す
る
こ
と
を
保
證
す
べ
き
こ
と
。

II
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例

一
九
二
六
年
六
月
七
日
米
國
國
務
長
官
ヒ
ュ
ー
ズ
は
彼
の
政
策
を
發
表
し
て
曰
く
、

「
根
本
問
題
は
要
す
る
に
、
波
收
に
對
す
る
米
國
人
の
財
産
権
の
保
證
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
一
九
一
七
年
に
發
叩
さ
れ
た
る
メ
キ
シ

コ
窓
法
に
於
け
る
規
定
が
あ
る
が
故
に
、
捷
だ
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
も
こ
の
憲
法
の
規
定
が
洲
及
効
力
を
典
へ
跨
れ
ん
か
、
米
國

人
の
財
産
の
淡
收
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
は
鞍
し
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
斑
に
蛾
も
重
大
な
国
際
的
不
法
行
爲
で
あ
る
。
從
っ
て
米

國
政
府
は
斯
く
の
如
き
こ
と
が
行
は
れ
る
に
於
て
は
、
そ
れ
を
容
認
す
る
こ
と
は
州
来
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
も
斯
く
の
如
き
不
法
行
爲

を
犯
す
意
剛
が
な
く
、
ま
た
一
九
一
七
年
の
遜
法
は
権
利
を
淡
收
す
る
如
く
解
稗
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
若
く
は
弧
制
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、

墨
國
政
府
は
、
適
當
な
形
式
に
於
て
保
證
し
て
そ
の
事
を
明
か
に
す
べ
き
で
あ
る
云
奄
」

米
國
政
府
は
そ
の
後
一
九
一
三
年
七
月
に
至
っ
て
も
、
こ
の
政
策
に
愛
史
を
加
へ
な
か
っ
た
。
そ
の
間
に
、
雨
國
の
剛
の
非
公
式
の
會
商

は
開
か
れ
て
ゐ
た
が
、
墾
國
大
統
領
オ
プ
レ
《
コ
ン
は
墾
國
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
る
鑛
物
に
關
す
る
條
項
を
以
て
非
澗
及
凶
と
な
す
こ
と
に

は
断
乎
と
し
て
拒
絶
し
た
。
而
し
て
彼
は
メ
・
奇
一
‐
シ
コ
大
群
院
の
洲
及
効
力
あ
り
と
し
た
る
判
決
を
以
て
米
国
人
の
利
益
を
擁
謹
せ
ん
と
す

る
も
の
な
り
と
し
た
。
而
し
て
尚
ほ
彼
オ
プ
レ
・
コ
ン
は
自
分
の
政
府
は
他
の
点
に
於
て
は
米
国
政
府
が
承
認
し
た
る
他
の
政
府
以
上
に
財

産
上
の
利
害
問
題
を
嚴
兎
に
保
謹
し
て
ゐ
る
が
故
に
、
米
墾
恥
國
は
間
も
な
く
正
式
に
友
交
關
係
を
結
蔑
に
韮
る
べ
き
或
る
種
の
解
決
方

法
が
發
兄
せ
ら
る
べ
き
と
と
淀
信
じ
て
居
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
（
ｍ
曽
噂
易
き
旨
》
弓
．
］
砦
‐
屋
］
）
か
く
て
雨
國
の
協
定
が
砒
來
て

何
時
承
認
問
題
が
解
扶
す
る
か
の
望
み
も
な
か
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
オ
ブ
レ
《
コ
ン
の
政
治
は
着
た
と
し
て
成
功
し
、
園
内
は
平
靜
に
、
・
産

業
は
復
活
し
、
國
民
も
政
府
を
信
頼
す
る
と
と
從
來
に
な
き
有
様
で
あ
っ
た
。
米
國
の
輿
論
も
オ
・
プ
レ
ゞ
コ
ン
承
認
に
伽
い
て
来
た
。
ま
ノ

レ
ー
コ
ン
が
米
國
の
承
認
を
望
む
の
は
勿
論
で
あ
る
。
弦
に
於
て
雨
國
は
一
九
二
三
年
五
月
會
議
を
開
く
こ
と
に
一
致
し
た
。
こ
の
會
議
に

汲
近
世
の
米
墨
關
係
三
三
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飛
近
世
の
米
躍
關
係
．
・
一
三
四

於
て
は
揖
審
賠
償
、
公
債
怖
遼
、
農
地
の
問
題
も
あ
っ
た
が
、
ゞ
幸
要
点
は
矢
張
り
油
田
問
題
に
あ
っ
た
。
同
年
八
月
雨
國
は
こ
の
會
議
の

雨
國
委
員
の
提
出
し
た
る
報
告
並
び
に
糊
告
に
基
き
外
交
關
係
を
回
復
す
る
に
至
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
に
於
て
は
、
そ
の
後
先
に
臨
時
大
統
伽
た
り
し
ア
ド
ル
フ
ォ
・
デ
⑧
ラ
・
ウ
ェ
ル
タ
が
オ
プ
レ
》
コ
ン
の
次
期
大
統
恢
た
ら
ん
と
し

て
力
叩
ェ
承
（
菖
一
厨
と
争
っ
た
が
、
⑤
大
統
領
オ
プ
レ
ー
コ
ン
が
カ
リ
エ
ス
（
彼
の
下
に
内
相
た
り
し
人
）
を
常
選
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
や
、

彼
は
愈
交
オ
プ
レ
↓
コ
ン
政
府
に
對
し
て
革
命
に
特
手
し
た
シ
雨
軍
は
矢
張
り
米
國
と
の
關
係
を
老
応
に
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
米
國
は

オ
プ
レ
↓
コ
ン
を
援
助
し
て
ア
ド
ル
フ
ォ
。
デ
。
ラ
・
ウ
ェ
ル
タ
臓
逢
に
失
脚
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
カ
リ
エ
ス
が
大
統
領
に
就
任
し
た
。
し
か
し
彼

の
治
世
と
な
っ
て
も
、
米
墨
雨
國
外
交
の
中
心
を
な
す
も
の
は
一
九
一
七
年
發
布
の
遊
法
に
發
し
た
る
石
油
法
、
土
地
法
等
の
諸
法
令
へ

或
は
そ
の
施
行
法
で
あ
る
。
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